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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
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平成27（2015）年
こきんちゃん

NO.1353

平成27（2015）年

215/1
主
な
内
容

◆健康ガイド
健康講演会、こどもクッ
キング、妊婦歯科健診、
ＢＣＧ接種　ほか…５面

◆福祉のひろば
高齢者いきいき活動講
座、家具転倒防止器具の
取り付け　ほか… ４面

世
帯
と
人
口

２７.１２.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５８,０１４ （３２増） 男 ５８,４６１ （１３増）
人　口 １１７,９９８ （５０増） 女 ５９,５３７ （３７増）

◆催し
環境楽習館にクラフトコ
ーナー開設、きたまちキ
ッチン　ほか…５・６面

◆お知らせ
第４次基本構想・後期基本計画（案）、
間もなく臨時福祉給付金の申請受付
終了、さくらギフトカードプレミア
ム販売　ほか…２～４面、７・８面 ごみ減量・リサイクル特集（４ページ）は中面にあります

安全で安心な年末を過ごすために
防犯・防災について確認しましょう
安全で安心な年末を過ごすため安全で安心な年末を過ごすためにに
防犯・防災について確認しましょ防犯・防災について確認しましょうう

 　

年
末
は
、
空
き
巣
や
ひ
っ
た
く

り
な
ど
の
犯
罪
が
多
発
す
る
時
期

で
す
。
ま
た
、
息
子
や
孫
を
名
乗

り
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
「
母
さ

ん
助
け
て
詐
欺
」
の
ほ
か
、
市
役

所
を
名
乗
っ
た
還
付
金
詐
欺
の
被

害
も
、
い
ま
だ
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

▽　

空
き
巣
の
被
害
の
多
く
は
無

施
錠
の
玄
関
や
窓
か
ら
侵
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
短
時
間
の
外
出

で
も
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ

う
。

▽　

ひ
っ
た
く
り
を
防
ぐ
た
め
、

バ
ッ
グ
な
ど
の
所
持
品
は
車
道

側
で
は
な
く
、
建
物
側
に
持
ち

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
の

か
ご
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
や
カ
バ

ー
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
や
還
付

金
詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
不

審
な
電
話
を
受
け
た
ら
必
ず
身

近
な
方
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
は
地
域
の

み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
の
も
効
果
的
で

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
防
犯
対
策
を
心

年
末
は
犯
罪
に
ご
注
意

年
末
は
犯
罪
に
ご
注
意
をを

掛
け
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安
全

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
６
）
、

０４２

３８７

小
金
井
警
察
署
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８１

１
１
０
）

 　

市
消
防
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
新
年
を
迎
え
る
た

め
、　

月　

日
（
月
）
～　

日

１２

２８

３０

（
水
）
の
午
後
８
時
～
午
前
０
時

に
、
市
内
巡
回
の
広
報
活
動
や
詰

め
所
で
の
待
機
な
ど
、
歳
末
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
消
防

署
で
は
、　

月　

日
（
木
）
ま
で
、

１２

３１

消
防
特
別
警
戒
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
時
期
は
、
乾
燥
し
や
す
く

暖
房
器
具
等
を
使
用
す
る
機
会
も

増
え
る
た
め
、
火
災
の
発
生
件
数

が
多
い
時
期
で
す
。
暖
房
器
具
や

台
所
な
ど
の
火
元
を
確
認
し
、
ま

た
、
家
の
周
り
に
は
段
ボ
ー
ル
な

ど
の
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
防
火　

の
心
得
】

１０

▽　

調
理
中
は
、
こ
ん
ろ
か
ら
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
消
防
団
歳
末
特
別
警

市
消
防
団
歳
末
特
別
警
戒戒

消
防
署
消
防
特
別
警

消
防
署
消
防
特
別
警
戒戒

▽　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

▽　

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽　

家
の
周
り
を
整
理
整 
頓 
し
ま

と
ん

し
ょ
う
。

▽　

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど

も
の
手
の
届
く
場
所
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽　

コ
ン
セ
ン
ト
の
掃
除
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

▽　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
全
て

の
居
室
・
台
所
・
階
段
に
設
置

し
、
定
期
的
な
作
動
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽　

寝
具
類
や
エ
プ
ロ
ン
・
カ
ー

テ
ン
な
ど
は
、
防
炎
品
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽　

万
が
一
に
備
え
、
消
火
器
を

設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▽　

ご
近
所
同
士
で
声
を
掛
け
合

い
、
火
の
用
心
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）
、

０４２

３８７

小
金
井
消
防
署
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８４

１
１
９
）

こがねい安全・安心メールこがねい安全・安心メールをを
配信していま配信していますす

　市では、犯罪発生の情報、不審者情報、迷子・迷い人情報、
防犯関連情報、生活の安全に関する情報（台風、大雨、地震に
関する情報）等を、携帯電話等に電子メールで配信するサービ
スを行っています。
　電子メールの配信を希望する方は、事前登録が必要です。イ
ンターネットを使用できる携帯電話等から簡単に登録できま
す。
　なお、配信情報の詳細・経過等のお問い合わせには応じられ
ません。事情により、情報を直ちに配信できない場合がありま
す。
登録方法　登録用メールアドレスcoco@req.jpあてに本文なし
のメール（右記ＱＲコードからも作成可）
を送信します。返信されたメール内の登録
用ＵＲＬ（アドレス）にアクセスし、登録
画面から登録手続きをします。手続き後、
登録完了メールが届きます。
配信時間　原則月曜～金曜日午前９時～午
後５時（祝日、年末年始を除く）
その他　渇登録および配信は無料ですが、通信料は利用者の負
担となります。渇携帯電話等で迷惑メール防止対策の設定をし
ている方は、登録する前にanzen_anshin@koganei-shi.jpから
のメールが受信できるように設定を変更してください。
問合先　地域安全課地域安全係（☎０４２−３８７−９８０６）

ＱＲコード

わが街を みんなで守ろう 年の暮わが街を　みんなで守ろう　年の暮れれ

　

３
月
６
日
（
日
）
に
実
施
す

る
小
金
井
平
和
の
日
記
念
行
事

に
伴
い
、
平
和
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
当

日
、
戦
争
体
験
談
を
発
表
し
て

い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

〈
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
〉

テ
ー
マ　

平
和
や
戦
争
に
関
す

る
も
の
で
、
平
和
を
未
来
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
命
の
尊

さ
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
る
よ

う
な
も
の

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生

字　

数　
　

字
詰
原
稿
用
紙
５

４００

枚
以
内

表　

彰　

▽
大
賞
＝
中
学
生
の

部
、
小
学
生
の
部
各
１
人　

▽

優
秀
作
品
＝
２
作
品
程
度

そ
の
他　

▽
当
日
、
入
賞
者
に

は
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
授
与

す
る
ほ
か
、
作
品
の
朗
読
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▽
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
原
稿
は
お
返

し
し
ま
せ
ん
。
▽
入
賞
者
の
氏

名
・
学
校
名
・
学
年
・
作
品
を

公
表
し
ま
す
。
（
匿
名
不
可
）

▽
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま

す
。

応
募
方
法　

１
月　

日
（
必

１５

着
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直

接
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
を
明
記
し
、
広
報
秘
書
課

広
聴
係
へ
。

〈
戦
争
体
験
談
発
表
者 

募
集
〉

募
集
人
員　

２
人
（
選
考
）

発
表
時
間　

１
人　

分
３０

そ
の
他　

発
表
者
に
は
、
当
日

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
方
法　

１
月　

日
（
必

２９

着
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直

接
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
発

表
内
容
を
広
報
秘
書
課
広
聴
係

へ
。們

們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎

　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

　「市報こがねい」に掲載する広告を募集してい
ます。申込方法等詳しくは、募集案内をご覧く
ださい。
広告掲載号　平成２８年２月１５日号、３月１日号
広告掲載料　８０,０００円または４０,０００円
募集案内配布　１月６日（水）までの午前８時
３０分～正午、午後１時～５時（土曜・日曜・祝
日・年末年始を除く）に、広報秘書課広報係で
配布しているほか、市ホームページからダウン
ロードできます。
申　込　１月６日までに、直接、申込書に必要
事項を明記し、必要書類を添えて、広報秘書課
広報係（市役所本庁舎２階☎０４２−３８７−９８０３）
へ。

市報こがねい
広告主を募集中

小
金
井
平
和
の
日
記
念
行
事
に
伴
う

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
と

　
　
　
　

戦
争
体
験
談
発
表
者
募
集
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 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）

問合先内　容ところと　き名　称

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

平成２６年度地域包括支
援センター事業報告・
決算および平成２７年度
（４月〜１０月）事業報
告について

市民会館・萌え木
ホールＡ会議室

１２月１７日（木）
１０：００〜

介護保険運営協
議会地域包括支
援センターの運
営に関する専門
委員会

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

市民参加条例の運用状
況等について

前原暫定集会施設
２階Ｃ会議室

１２月２２日（火）
１９：００〜

第４２回市民参加
推進会議

経済課消費生活係
（☎０４２−３８７−９８３１）

これからの消費者行政
の在り方について

前原暫定集会施設
１階Ａ会議室

１２月２４日（木）
１０：００〜消費生活審議会

地域福祉課地域福祉係
（☎０４２−３８７−９９１５）

（仮称）新福祉会館建
設計画の検討

市民会館・萌え木
ホールＡ会議室

１２月２５日（金）
９：３０〜

第２回（仮称）
新福祉会館建設
検討委員会

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立園の現状確認と保
護者が求める事業につ
いて

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

１２月２５日（金）
１９：３０〜

公立保育園運営
協議会（※）

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
７
月
末
に
申
請

書
等
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

な
お
、　

月
ま
で
に
郵
送
で

１０

申
請
を
さ
れ
た
方
で
、
市
か
ら

文
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

が
届
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

申
請
期
限　

１
月　

日
（
消
印

１５

有
効
）

支
給
対
象
者　

平
成　

年
１
月

２７

１
日
現
在
、
小
金
井
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ

し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
や
生
活
保
護
費
等
の

受
給
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

給
付
額　

１
人
に
つ
き
６
千
円

申
請
方
法　

申
請
書
等
を
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
第
二

庁
舎
８
階　

会
議
室
で
も
受
け

８０２

付
け
て
い
ま
す
。
申
請
書
等
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

市
臨
時
福
祉
給
付
金

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

儿　

儿
９
９
９
２
）

００

〈
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

検
討
結
果
〉

　

長
期
計
画
審
議
会
で
は
、
市
長

の
諮
問
を
受
け
て
「
第
４
次
基
本

構
想
・
後
期
基
本
計
画
（
案
）
」

を
策
定
し
、　

月　

日
～　

月　

１０

１４

１１

１３

日
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
検
討
結
果
お
よ
び
そ
の
理
由
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

意
見
数
・
人
数　

６
件
・
２
人

配
付
・
閲
覧
場
所
等　
　

月　

日

１２

１５

か
ら
、
企
画
政
策
課
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎

　

市
で
は
、
は
け
の
森
美
術
館
の

運
営
の
在
り
方
等
を
検
討
す
る
た

め
、
は
け
の
森
美
術
館
運
営
協
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
協
議
会
は
、
学
識
経
験

者
、
公
募
市
民
、
市
職
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成　
２７

年　

月　

日
現
在　

歳
以
上
の
方

１２

１５

１８

※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ

に
限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

（
年
４
回
を
予
定
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
用
紙
配
布
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
）
、
は
け
の
森
美
術
館
、
図

書
館
本
館
、
公
民
館
各
館
、
東
小

金
井
駅
開
設
記
念
会
館
、
婦
人
会

館
、
上
之
原
会
館
、
西
之
台
会
館
、

桜
町
上
水
会
館
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

１
月　

日
（
消
印
有

１５

効
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
小
論
文
（
千　

字
以
内
・
課

２００

題
＝
「
市
立
美
術
館
の
役
割
に
つ

い
て
」
）
と
応
募
用
紙
の
必
要
事

項
を
明
記
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

文
化
推
進
係
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

 
勤
務
時
間　

週
４
～
５
日
、
週　
３０

時
間
勤
務

報　

酬　

月
額　

万
４
千　

円

１８

９００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　

▽　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２６

生
ま
れ
た
方　

▽
医
療
事
務
技
能

審
査
試
験
、
保
険
請
求
事
務
技
能

検
定
試
験
、
診
療
報
酬
請
求
事
務

能
力
認
定
試
験
と
同
等
の
試
験
に

合
格
し
て
い
る
方　

▽
パ
ソ
コ
ン

操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が

で
き
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

２
人

面
接
試
験
日　

１
月　

日
（
水
）

２０

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　
　

月　

日
（
金
）
ま
で
の
午

１２

２５

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

２４
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ

り
、
次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し

ま
し
た
。

　

▽
小
野
寺
千
鶴
子
さ
ん
、
佐
藤

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

国
民
健
康
保
険
資
格
・
給
付
・

画
像
レ
セ
プ
ト
処
理
業
務

男
女
平
等
推
進
審
議
会
委
員

選
任
結
果

百
合
子
さ
ん
、
瀬
上
ゆ
き
さ
ん
、

濱
野
智
徳
さ
ん
、
日
野
絵
里
子
さ

ん
（
い
ず
れ
も
公
募
市
民
）

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室（
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

 　

日
常
業
務
の
中
で
、
い
つ
も
と

違
う
、
ま
た
は
何
か
が
お
か
し
い

と
感
じ
る
高
齢
者
等
が
い
た
場
合

に
、
関
係
機
関
に
連
絡
を
行
う
な

ど
、
地
域
に
お
い
て
行
う
見
守
り

活
動
の
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
け

る
協
力
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

申　

込　

１
月　

日
ま
で
に
、
介

１５

護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
４
３
）
へ
。

３８７
 

募
集
戸
数　

２
戸

住
宅
名

① 

コ
ー
ポ
く
り
の
み
（
東
町
３

儿
１
儿　

）
＝
１
Ｄ
Ｋ
（
約

２５

　

・　

平
方
㍍
。
１
階
）

３２

７６

②　

ボ
ヌ
ー
ル
は
け
の
道
（
前
原

町
３
儿　

儿　

）
＝
１
Ｄ
Ｋ

２３

２０

（
約　
・
２
平
方
㍍
。
２
階
）

３０

家　

賃　

①
１
万
５
千　

円
～
３

９００

万
１
千　

円
②
１
万
６
千
円
～
３

３００

万
１
千　

円
４００

入
居
予
定
日　

２
月
中
旬
～
下
旬

申
込
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶ 

申
込
者
が　

歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
ま
た
は　

歳
以
上
の

６５

方
を
含
む　

歳
以
上
の
２
人
世

６０

帯
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３
年

以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

❷ 

自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い

ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替

え
の
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
な
方

▽ 

１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

▽ 

住
宅
の
老
朽
化
や
、
浴
室
が

な
い
な
ど
に
よ
り
、
安
全
や
衛

生
上
の
問
題
が
あ
る
。

高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
の

協
定
を
結
ん
で
い
た
だ
く

事
業
者
を
募
集

高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集

▽ 

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
）
で
、
現
住
居
で
の
生
活
が

困
難
で
あ
る
。

▽ 

家
賃
が
収
入
（
所
得
か
ら
控

除
額
を
差
し
引
い
た
額
）
の
４

割
を
超
え
、
支
払
い
に
困
窮
し

て
い
る
。

❸ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
そ
の
他　

▽
す
で
に
高
齢
者
住
宅

入
居
申
込
書
を
提
出
し
て
い
る
方

に
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
▽
今
回
の
住
宅
以
外
に
つ
い

て
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
持
ち
家
の
方
は
、
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
指

１２

２８

定
の
申
込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ
。

３８７

 　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
は
、
犬

の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
犬
の
飼
い
主
の
方
へ
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は

「
飼
い
犬
の
死
亡
届
」
、
住
所
や

所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
「
飼

い
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
」
を
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

▽
登
録
の
鑑
札
＝
３
千

円
（
再
交
付
千　

円
）
▽
狂
犬
病

６００

予
防
注
射
済
票
＝　

円
（
再
交
付

５５０

　

円
）

３４０申
請
・
問
合
先　

健
康
課
健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎　

儿　

︱

０４２

３２１

１
２
４
０
）
ま
た
は
市
民
課
市
民

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）
へ
。

３８７ 犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

 　

資
源
の
節
約
、
ご
み
の
減
量
の

た
め
、
家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
不
用
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 
対
象
品　

家
具
、
電
気
製
品
、
一

般
機
器
、
幼
児
用
品
な
ど
で
破
損

し
て
い
な
い
も
の

利
用
方
法　

直
接
、
経
済
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド
を

不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し

不
用
品
交
換

常
設
コ
ー
ナ
ー

て
紹
介
し
ま
す
（
掲
示
は
４
か
月

間
）
。
当
事
者
間
で
直
接
交
渉

し
、
必
ず
交
渉
結
果
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※　

市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

大
野
税
務
会
計
事
務
所
（
前
原

町
３
丁
目
）
所
長
の
大
野
功
夫
さ

ん
か
ら
、
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
政
の
発
展
の
た
め

に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

大
野
功
夫
さ
ん
か
ら

が
ん
ば
れ
小
金
井
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）を

い
た
だ
き
ま
し
た

１
階
受
付
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
図

書
館
本
館
、
公
民
館
各
館
、
福
祉

会
館
、
婦
人
会
館
、
総
合
体
育
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
小
金
井
駅
開

設
記
念
会
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
ま
す
。

〈
長
期
計
画
審
議
会
か
ら
の

答
申
〉

　

長
期
計
画
審
議
会
は　

月
９
日

１２

に
市
長
に
対
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
た
「
第
４
次
基
本
構
想
・
後
期

基
本
計
画
（
案
）
」
を
答
申
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊

重
し
て
計
画
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
０
）

０４２

３８７

は
け
の
森
美
術
館

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

第
４
次
基
本
構
想
・

後
期
基
本
計
画（
案
）

に
つ
い
て

間
も
な
く
臨

時
福
祉
給
付

金
の
申
請
受

付
が
終
了
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U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

　市内在住でふれあい
メロディの演奏者であ
る黒田哲平さんが、１０
月に開催された同コン
クールピアノ部門（１７
〜２９歳の部）で、最年
少の１７歳で、見事第２
位に輝きました。ま
た、同コンクールで
は、聴衆により選ばれ
る「岩谷賞」も併せて
受賞されました。
　１２月３日に、市長を
表敬訪問し、和やかな
雰囲気の中、コンクー
ルのようす、今後の抱
負、ふれあいメロディ
の思い出などについて
話されました。

黒田哲平さん黒田哲平さんがが
日本音楽コンクールで第２位日本音楽コンクールで第２位にに

%
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%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
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%
%
%
%
%
%
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　市では、亜細亜大学との連携協力
のもと、人的・知的資源の交流およ
び物的資源の活用を図り、相互に協
力して人材育成と地域社会発展に寄
与することを目的として、１２月１日
に同協定を締結しました。

亜細亜大学と亜細亜大学と包包
括的協働・連括的協働・連携携
協力協定を締協力協定を締結結

東京農工大学東京農工大学とと
相互友好協定相互友好協定をを
締締結結
　市では、東京農工大学と連携して
さまざまな分野で事業を実施してい
ます。今後もさらなる人材の育成と
施策の充実を図ることにより、学術
研究の向上と地域社会の発展に寄与
することを目的として、１１月２５日に
同協定を締結しました。

　

こ
こ
に
記
載
の
な
い
行
事
や
各

行
事
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
立

小
・
中
学
校
に
配
布
し
て
い
る

「
毎
月
の
た
よ
り
」
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
各
館
共
通

 

＝
未
就
学
児
対
象
（
保
護
者
同

伴
）

 

＝
小
学
生
対
象

 

＝
中
学
生
対
象

 

＝
高
校
生
世
代
対
象

◎
共
通
休
館
日

　

日
曜
日
、
１
日
（
祝
）
～
４
日

（
月
）、　

日（
祝
）、　

日（
土
）

１１

３０

今
月
の
お
も
ち
ゃ
病
院　

緑
児
童

館
＝　

日
（
火
）
。
貫
井
南
児
童

１２

館
＝　

日
（
水
）
。
い
ず
れ
も
午

２０

前　

時
～
午
後
１
時
、
１
件　

円

１０

１００

 お
も
ち
つ
き　
　

日
（
土
）
正
午

１６

～
午
後
２
時
、
雨
天
中
止
。
都
立

武
蔵
野
公
園
く
じ
ら
山
。
お
雑
煮

に
入
れ
る
刻
み
野
菜
、
お
わ
ん
、

お
は
し
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

 乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　
　

日
１８

（
月
）
、　

日
（
月
）
は
０
～
２

２５

歳
児
交
流
会
。　

日
は
歯
磨
き
講

２５

座
。　

日
～　

日
の
毎
週
水
曜
日

１３

２７

は
１
歳
児
交
流
会
。　

日
は
誕
生

２７

日
会
。　

日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１４

２８

日
は
０
歳
児
交
流
会
。　

日
は
誕

２１

生
日
会
。　

日
は
食
育
講
座
、
離

２８

乳
食
作
り
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

～
午
後
２
時
。
交
流
会
は
正
午
ま

で
。
９
日
（
土
）
は
お
父
さ
ん
と

遊
ぼ
う
。
午
前　

時
～
正
午
。

１０

ご
き
げ
ん
よ
う
劇
場
！
大
き
な
絵

□未□小□中□高

□未

本
の
読
み
聞
か
せ 
 
　
　

日
１４

（
木
）
午
後
３
時　

分
か
ら

１５

人
形
劇
ラ
イ
ブ　
　

日
（
水
）
午

２７

後
３
時　

分
か
ら
、
さ
る
か
に
合

３０

戦
・
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

 常
設
子
育
て
ひ
ろ
ば 
　

月
曜
～

土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
４
時
。

１０

　

日
（
水
）
は
名
札
講
習
会
、
午

１３前　

時
か
ら
、　

人
（
多
数
抽

１０

１０

選
）
、　

円
、
保
育
あ
り
、　

月

１８０

１２

　

日
～　

日
に
申
し
込
み
（
電
話

１５

２６

可
）
。　

日
（
土
）
は
お
と
う
さ

１６

ん
も
い
っ
し
ょ
。　

日
（
火
）
は

１９

手
遊
び
。　

日
（
水
）
は
お
は
な

２０

し
会
。　

日
（
月
）は
誕
生
日
会
、

２５

参
加
費　

円
。
い
ず
れ
も
午
前　

５０

１１

時
か
ら
。　

日
（
月
）
は
リ
ズ
ム

１８

遊
び
、
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ 
 
　
　

日
１８

（
月
）
午
後
３
時　

分
か
ら
、
も

３０

ち
つ
き
＆
豚
汁
、　

円
、
幼
児
～

１００

小
学
校
３
年
生
、　

人
（
多
数
抽

１５

選
）
、　

月　

日
～　

日
に
申
し

１２

１５

２６

込
み
（
電
話
可
）

お
い
で
よ
！
３
・
４
・
５
・
６ 

　

日
（
木
）
、　

日
（
金
）
い
ず

２８

２９

れ
も
午
後
１
時
か
ら

お
は
な
し
会 
 
　
　

日
（
木
）

２８

午
後
３
時　

分
か
ら
、
大
型
カ
ル

３０

タ
と
り

専
門
相
談
事
業　

７
日
（
木
）
は

子
育
て
相
談
。　

日
（
火
）
は
思

１９

春
期
相
談
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

～
午
後
２
時
（
随
時
受
付
）

中
高
生
世
代
あ
つ
ま
れ　

「
ぷ
れ

！！

い
す
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｊ
Ｉ
」 
 
　

毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
。　
２０

日
は
留
学
生
と
ク
ッ
キ
ン
グ
、　
１００

円
。　

日
は
と
び
だ
せ
！
中
高
生

２７

の
準
備
①

 乳
幼
児
の
つ
ど
い 
　
　

日
～　

１３

２７

日
の
毎
週
水
曜
日
は
０
歳
児
交
流

会
。　

日
（
月
）
、　

日
（
月
）

１８

２５

は
１
歳
児
交
流
会
、　

日
は
フ
ェ

１８ □未
□小

□未□未
□小

□未

□未
□小

□中
□高

□未

ル
ト
の
名
札
講
習
会
、
５
人
（
多

数
抽
選
）
、　

月　

日
ま
で
に
申

１２

２２

し
込
み
（
電
話
可
）
。　

日
～　

１４

２８

日
の
毎
週
木
曜
日
は
、
０
～
２
歳

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。　

日
は
誕

１４

生
日
会
と
昼
食
会
、
豚
汁
、
刻
み

野
菜
、
主
食
、
食
器
を
午
前　

時
１１

ま
で
に
持
参
。　

円
。
い
ず
れ
も

１００

午
前　

時　

分
～
午
後
２
時
（
講

１０

３０

習
会
は
正
午
ま
で
）

に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
工
作 
　
　

日
２９

（
金
）
午
後
３
時
か
ら
、
牛
乳
パ

ッ
ク
ギ
タ
ー
、
３
～
５
歳
児
、　
１０

組
（
多
数
抽
選
）
、　

月　

日
ま

１２

２２

で
に
申
し
込
み
（
電
話
可
）

中
・
高
校
生
世
代
の
ス
ペ
ー
ス
＠

ヌ
ク
イ 
 
　

８
日
（
金
）
、　
２２

日
（
金
）
午
後
４
時
～
８
時
は
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。
８
日
は
野
外
料

理
、　

円
、　

人
（
申
込
順
）
、

１００

１２

　

月　

日
か
ら
申
し
込
み
（
電
話

１２

１６

可
）
。　

日
は
や
っ
て
み
よ
う
！

２２

フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ン
ス

バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ
貸
出 
 
　

グ

ル
ー
プ
、
個
人
い
ず
れ
も
可
、
要

事
前
申
込
（
電
話
可
）

 ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
（
乳
幼
児
の
つ

ど
い
） 
　

７
日
か
ら
の
毎
週
月

曜
～
金
曜
日
、
午
前　

時
～
午
後

１０

３
時
は
乳
幼
児
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
。　

日
～　

日
の
毎
週
水
曜
日

１３

２７

は
１
歳
児
あ
そ
ぼ
う
よ
。　

日
は

２０

ア
イ
テ
ム
交
換
会
。　

日
は
誕
生

２７

日
会
。　

日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１４

２８

日
は
０
歳
児
ひ
よ
こ
。　

日
は
昼

２１

食
会
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
～
正

１０

午パ
パ
も
お
い
で
よ 
　
　

日（
土
）

２３

午
前　

時
～
正
午

１０

お
は
な
し
の
と
び
ら 
 
　
　

日
１４

（
木
）
、　

日
（
木
）
午
後
３
時

２８

　

分
か
ら
、
読
み
聞
か
せ

３０ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ラ
ブ 
 
　
　

日
２５

（
月
）午
後
３
時　

分
か
ら
、
も
ち

３０

つ
き
、
３
歳
児
～
小
学
校
３
年

生
、　

人（
申
込
順
）、　

円
、　

３０

１００

１２

月　

日
か
ら
申
し
込
み（
電
話
可
）

２１

□未

□中
□高

□中
□高

□未

□未
□未
□小

□未
□小

１
月
の
じ
ど
う
か
ん

１
月
の
じ
ど
う
か
ん

１
月
の
じ
ど
う
か
ん

　

さ
く
ら
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
は
、
有

効
期
限
が
な
く
、
市
内　

店
舗
以

１００

上
の
さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
加
盟
店
で

使
用
で
き
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
販
売
で
は
、
１
枚

　

円
×　

枚
で
５
千
円
相
当
の
と

５００

１０

こ
ろ
を
、
千　

組
限
定
で
、　

％

２８０

１０

引
き
の
４
千　

円
で
販
売
し
ま

５００

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
際
に
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

販
売
時
間　
　

月　

日
（
火
）
か

１２

１５

ら
の
午
前　

時
～
午
後
４
時
（
土

１０

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

販
売
場
所
・
問
合
先　

ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
さ
く
ら
会
事
務
局
（
商
工

会
内
☎　

儿　

儿
８
７
６
５
）

０４２

３８１

 　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
木
）
、　

１４

２８

日
（
木
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者 エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室

申　

込　

電
話
ま
た
は
直
接
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
３
１
４
１
＝
月
曜
・
日
曜

３２１
日
を
除
く
）
へ
。

 　

保
育
室
や
園
庭
で
遊
び
ま
せ
ん

か
。
鬼
の
お
面
も
作
り
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
水
）
午
前

２７

９
時　

分
～　

時　

分

４５

１０

４５

対　

象　

２
～
３
歳
児
と
保
護
者

定　

員　

７
組
（
申
込
順
）

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
１
）
へ
。

市
立
わ
か
た
け
保
育
園

わ
か
た
け
で
あ
そ
ぼ
う
会

　

さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
満

点
カ
ー
ド
１
枚
（
加
盟
店
で　

円
１００

お
買
い
上
げ
ご
と
に
１
ポ
イ
ン

ト
、　

ポ
イ
ン
ト
で
満
点
カ
ー

３５０

ド
）
で
交
換
で
き
る
景
品
の
、
こ

き
ん
ち
ゃ
ん
バ
ッ
グ
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
満
点
カ
ー
ド
の
枚

数
に
応
じ
て
交
換
で
き
る
景
品
も

多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は 
黄  
金  
井 
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

こ 

が 

ね

（h
ttp
://ko

gan
en
o
sato

.o
rg

/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
さ
く

ら
会
事
務
局
（
商
工
会
内
☎　

儿
０４２

　

儿
８
７
６
５
）

３８１

プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　
　

販
売

さ
く
ら
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

さ
く
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
のの

景
品
交
換
に
新
し

景
品
交
換
に
新
し
いい

こ
き
ん
ち
ゃ
ん
バ
ッ
グ
が
登

こ
き
ん
ち
ゃ
ん
バ
ッ
グ
が
登
場場
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ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１−９−５☎０４２−３８８−２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５−３−２４☎０４２−３８８−８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２−１５−２５☎０４２−３８６−６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２−５−５☎０４２−３８６−７３７３）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後５時３０分

高齢者介護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域
包括支援センター
第２木曜日＝小金井みなみ
地域包括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地
域包括支援センター
いずれも午後１時３０分〜４
時３０分
※　電話で各地域包括支援
センターへ予約してくだ
さい。

高齢者向け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係（市役所第二
庁舎５階☎０４２−３８７−９８６１）へ１週間
前までに予約してください。

第２木曜日
午後１時３０分〜４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター（貫井北町１−
８−２１☎０４２−３８３−６１４１）

第１・２木曜日
午前１０時〜正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

ふれ愛センター（福祉会館１階☎０４２
−３８７−１２３４）

月曜〜金曜日
（第１・３火曜日を除く）
午前９時〜午後４時

福祉機器相談

福祉オンブズマン事務局（福祉会館２
階☎ ＝０４２−３８３−１２２５）へ予約して
ください。

FAX水曜日午後１時〜５時福祉サービス
苦情・相談

渇ボランティア・市民活動センター
（福祉会館２階相談室☎０４２−３８７−
００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第２土曜日
午前１０時〜午後１時

ひきこもり
相 談

自立相談サポートセンター（福祉会館
４階☎０４２−３８６−０２９５）

月曜〜金曜日
午前８時３０分〜午後５時

生活困窮者
自 立 相 談

１
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２−３８７−９８１８）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です。
渇法律相談、交通事故相談、外
国人相談は、１２月１６日から、
直接または電話で受け付け。

　法律相談は各日とも６人
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時〜正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２−
３８７−９８１８）へ予約してくだ
さい。

１月１９日　January１９
午前１０時〜正午
１０：００am−１２：００am

 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
〜正午

１月５・７・１２・１４・
１９・２１・２６・２８日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

１月１３・２７日税 務 相 談

１月１８日人 権 ・
身の上相談

１月６日建築・登記・
表示登記相談

１月２１日行 政 相 談

１月２０日相続等暮らしの
書類作成相談

１月１２日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）へ予約し
てください。

１月８・１５・２２・２９日
午後１時３０分〜４時３０分
※　保育あり（１歳以上の未就学
児。１か月前までに要事前申
込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人間関係）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２−３８７−９８３６）

月曜〜金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６−５−３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２−
３８４−２５０８）

月曜〜土曜日
午前９時〜午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８４−４９９９）

月曜〜金曜日
午前９時３０分〜午後４時
（正午〜午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３−２２−１０
☎０４２−３２１−６１１０）

月曜〜金曜日
午前９時〜午後５時労 働 相 談

 　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
前

１６

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

１
月
４
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

 　

こ
の
制
度
は
、
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
が
難
し
い
中
小
企
業
の

事
業
主
を
対
象
に
、
従
業
員
（
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
含
む
）
の
福
祉

の
向
上
・
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
主
が
従

業
員
の
た
め
に
加
入
す
る
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
の
掛
金
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

対　

象　

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
、
申
請
時
に
共
済

掛
金
お
よ
び
住
民
税
（
市
・
都
民

税
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
事
業
主

※　

対
象
の
事
業
主
に
は
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

補
助
金
額
・
期
間　

被
共
済
者

（
従
業
員
）
１
人
に
つ
き
月
額　
５００

円
で
、
加
入
し
た
月
か
ら　

か
月

２４

を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類　

▽
申
請
書　

▽
加
入

者
内
訳
書　

▽
退
職
金
共
済
手
帳

の
写
し　

▽
市
・
都
民
税
納
税
証

明
書

申
請
方
法　
　

月　

日
ま
で
に
、

１２

１８

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本

町
暫
定
庁
舎
２
階
）
へ
。

問
合
先　

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
２
５
２

０４２

３８７

５
） フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

中
小
企
業
の
事
業
主
の
方
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度
の
ご
利
用
を

〈
新
春
落
語
会
〉

　

新
春
企
画
と
し
て
出
前
寄
席
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
水
）
午
後

１３

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
２
階
Ａ
・
Ｂ

集
会
室

講　

師　

平
賀
真
一
さ
ん
（
落
語

家
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１２

２４

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
「
新
春
落
語
会
係
」
へ
。

〈
清
水
智
子
先
生
と
歌
い 

ま
し
ょ
う
！
〉

　

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
し
て
有
名
な
清
水
智
子
先

生
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

１
月　

日
、
２
月
８

２５

日
、　

日
、　

日
、
３
月　

日
の

２２

２９

１４

い
ず
れ
も
月
曜
日
午
後
１
時　

分
３０

～
３
時　

分
（
全
５
回
）

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
視
聴
覚
室

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

６０

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１２

２８

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
「
清
水
智
子
先
生
と
歌
い
ま

し
ょ
う
係
」
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方

６０企
画
運
営　

高
齢
者
い
き
い
き
活

動
推
進
員

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒

　

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

１８４

１５

１４

☎　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

口
腔
体
操
や
口
腔
清
掃
、
栄
養

改
善
等
を
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士
・
管
理
栄
養
士
が
指
導
し
ま

す
。
よ
く 
噛 
ん
で
飲
み
込
む
力
を

か

ア
ッ
プ
し
、
食
事
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

と　

き　

１
月　

日
～
２
月　

日

１４

２５

の
毎
週
木
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

（
２
月　

日
を
除
く
）

１１

と
こ
ろ　

日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
東
町
４
儿　

儿　

）

４４

１９

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
初
め
て
参
加
す
る

方
を
優
先
し
ま
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

６
２
１
１
）
へ
。

 　

腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
、
体
力
向
上

の
た
め
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
や

筋
力
向
上
運
動
な
ど
を
理
学
療
法

士
が
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
管
理

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
も
実
施

し
ま
す
。

と　

き　

１
月
８
日
～
３
月　

日
２５

の
毎
週
金
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

と
こ
ろ　

小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
前

原
町
５
儿
３
儿　

）
２４

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
初
め
て
参
加
す
る

方
を
優
先
し
ま
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
☎　

儿　
０４２

３８８

儿
７
５
１
１
）
へ
。

栄
養
・
口 
腔 
機
能
向
上

く
う

お
口
か
ら

全
身
元
気
ア
ッ
プ
教
室

元
気
あ
ん
ず
ク
ラ
ブ

１
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

 　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
、
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
勉
強
し
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）
午
後

１６

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

講　

師　

五
島
シ
ズ
さ
ん
（
認
知

症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ

ー
客
員
上
級
研
究
員
）

対　

象　

認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
緑
寿

１２

１５

園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

４６２

１
２
０
６
）
へ
。

 　

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
を
１
世

帯
に
対
し
５
か
所
以
内
、
上
限
額

１
万
円
の
範
囲
内
で
給
付
し
、
ご

自
宅
に
取
り
付
け
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
で
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者

の
み
世
帯
（
近
隣
に
親
族
が
居
住

し
て
い
な
い
こ
と
）
で
、
当
該
家

屋
に
引
き
続
き
居
住
す
る
、
過
去

に
同
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　

リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
班
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
で
お
困
り

ご
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
料
金
等
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
け
負
う
内
容　

▽
家
具
転
倒
防

止
器
具
等
の
取
り
付
け　

▽
照
明

器
具
・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
等
の
修

理
・
交
換　

▽
エ
ア
コ
ン
・
換
気

扇
等
の
清
掃　

▽
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
・
壁
紙
等
の
張
り
替
え　

▽
展

示
会
等
の
設
営
・
撤
去
の
手
伝
い

認
知
症
家
族
の
集
い

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
班

ほ
か

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
６
１
４
１
）

３８３
 　

お 
風  
呂 
屋
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

ふ 

ろ

り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
児
童

と
の
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
柚
子
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

大
き
な
お
風
呂
で
の
ん
び
り

と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
後

１２

２２

４
時
～　

時
１１

と
こ
ろ　

ぬ
く
い
湯
（
貫
井
北
町

３
儿
４
儿
４
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
と
小
学
生
以
下
の
方

そ
の
他　

ご
利
用
の
際
は
、
当

日
、
浴
場
に
口
頭
で
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

  
と　

き　

１
月　

日
（
木
）
午
後

１４

６
時　

分
～
８
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
２

階
Ｂ
会
議
室

講　

師　

溝
川
祐
樹
さ
ん
（
小
金

井
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

そ
の
他　

会
場
に
空
き
が
あ
る
場

合
は
、
当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま

す
。

申　

込　

１
月
４
日
～　

日
に
、

１２

電
話
で
自
立
生
活
支
援
課
相
談
支

援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
１
）

０４２

３８７

へ
。 お

と
し
よ
り
無
料
入
浴
デ
ー

 
柚  
子 
湯

ゆ 

ず
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
儿
精
神
疾
患
の
基
礎
知

識
を
学
ぼ
う
！

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座



27・12・155

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

■江戸東京たてもの園でお正月　１月２
日（土）～６日（水）／同園（都立小金
井公園内）／２日＝獅子舞、太神楽。３
日＝餅つき。５日～６日＝正月の昔遊び
（小金井囃子、獅子舞、雅楽、ベーゴマ、
羽根突き、新春茶会など。）／１２月２６日
～１月１日、４日は休園日。２日、３日
＝入園無料、宝船絵配布。／詳細はホー

ムページ（http://tatemonoen.jp/）で。
／同園（☎０４２－３８８－３３００）
■確定申告のお知らせ　国税庁ホームペ
ージ（http://www.nta.go.jp）の「確定
申告書等作成コーナー」で申告書を作成
すれば、税額などが自動的に計算され、
計算誤りなく作成することができます。
／武蔵野税務署の申告書作成会場は２月
１０日（水）から開設。（駐車場は利用不
可。相続税の相談はできません。）／同
税務署　（☎０４２２－５３－１３１１）

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●ヒガコ・クリスマスフェスティバル　
１２月１９日（土）午後３時～８時／東小金
井南口商店街／輝くイルミネーションの
もとで楽しい音楽を聞きながら、商店会
スタンプラリー抽選会（１２月１８日まで商
店会各店で実施）、クリスマスお絵かき
コンテスト（事前配布の所定用紙にて当
日応募）、無料配布のバーベキュー串で
楽しもう！／東小金井南口商店会・今井
（☎０７０－６４６４－５７７５）
●相続についての無料相談会　１２月２０日
（日）午前１０時～午後１時／東小金井駅
開設記念会館・マロンホール２階会議室
／公正証書遺言の作成支援、遺産分割協
議書の作成、預貯金・自動車等の名義変
更について行政書士を中心とした専門家
集団が相談に応じます。／当日直接会場

へ。／ＮＰＯ法人広域市民の暮らし支援
機構・春日（☎０９０－４７１１－８５０７）
●街の小さな音楽会　１月９日（土）午
前１０時～正午／小金井　宮地楽器ホール
小ホール／Ｅｖｅｒｌｙのコンサート／１２０
人（当日先着順）／無料／ＮＰＯ法人ＴＯ
ＫＹＯアニモ・泉（☎０４２－３８８－１２７６）
●雪国くらし体験　１月１０日（日）～１１
日（祝）／新潟県長岡市法末地区／限界
集楽を訪ね地元の方と交流、雪遊びなど
／小学生以上／２０人（申込順）／約
１７,０００円（参加人数により変動）／１２月
１５日～２５日に、ＥメールでＮＰＯこがね
い子ども遊パーク・邦永（☎０８０－３２０１
－６７４８死playpark@koganei-yu.net）
へ。
●小金井コミュニティ講座「免疫力アッ
プ－エッセンシャル講座」　 １月１６日
（土）午後１時３０分～３時／前原町５丁目
サロン／１,８００円／このほかスクラップ

ブッキング、初心者デッサン、ヴォイス
トレーニング、南の音楽教室、水彩画教
室など。詳細はブログ（http://ameblo.j 
p/k-kouza/）で。／受講希望日の前日ま
でに同講座事務局・佐藤（☎０９０－６０１４－
３５６６死k.com.society@gmail.com）へ。
●木管楽器ってなあに？ピアノと声楽と
一緒に愉しもう！　１月１７日（日）午前
１０時開演（９時４５分開場）／小金井　宮
地楽器ホール小ホール／クラリネット、
フルート、オーボエのしくみや魅力をピ
アノと声楽を交えて解説。ソロ、アンサ
ンブルで／案内役直井紀子、クラリネッ
ト横山雄二郎ほか／１５０人（当日先着順）
／１,３００円／一般社団法人はじめてピア
ノの会（☎０４２－３１６－４２５０）
●小金井自然観察会公開講座「花の顔に
は意味がある」　 １月１７日（日）午後２時
～４時／公民館東分館／花にはさまざま
な色と形があります。花粉の受渡しや運
ばせる仕掛や工夫を探る／講師は田中肇
さん（フラワーエコロジスト）／１５人（多
数抽選）／５００円／１２月３１日（必着）まで
に、往復はがきに住所・氏名・電話番号

を明記し、大石征夫（〒１８４－００１４貫井
南町４－１２－３☎０９０－４３９２－２５５６）へ。
 

●中学生サッカー体験練習会　１２月１８日
（金）午後７時～９時（雨天中止）／国分
寺市立第二中学校（国分寺市本多１－２
－１７）／講師はＦＣアンビシオン専属コ
ーチ／小学校６年生、中学校１年生／１５
人／申し込みは、電話またはＥメールで
ＮＰＯ法人ＦＣアンビシオン（☎０４２－３８８
－９２５４死fc.ambicion@gmail.com）へ。
●第２６回小金井市ソフトテニス・イン
ドア大会　①一般の部＝１月１７日（日）
②シニアの部＝２月１３日（土）いずれも
午前９時から／総合体育館大体育室／市
内在住・在勤・在学・在クラブの男女／
①年齢制限無し②４０歳以上の男女種目別
／１ペア２,０００円（年間登録必要）／①１２
月３１日②１月２９日までに、ファクスで市
ソフトテニス連盟事務局・磯部（☎ ＝
０４２－３８５－２８３４）へ。

FAX

%
%

%
%
%
%
%
%
%

　地場産の新鮮な野菜を販売します。
お正月の食卓でご賞味ください。
と　き　１２月２８日（月）～２９日（火）午
前９時～午後４時
ところ　ＪＡ東京むさし小金井ファー
マーズ・マーケット（本町１－１３－６）
販売品目　大根、小松菜、人 参 、里芋、

じん

白菜、ねぎなど
※　お買い上げの方に、銀 杏 つかみど

なん

りのサービスを行います。（なくな
り次第終了）

問合先　同マーケット（☎０４２－３８５－
３２８１）、経済課産業振興係（☎０４２－
３８７－９８８２）

正月用野菜の販正月用野菜の販売売

対　象と　き健康診査名
平成２７年９月
生まれの乳児
と母親

１／７（木）３〜４か月児・
産婦健康診査 　／２１（木）

平成２６年６月
生まれの幼児

１／５（火）１歳６か月児
健康診査 　／１９（火）

平成２４年１２月
生まれの幼児

１／１３（水）３歳児
健康診査 　／２７（水）

 　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

１
月
の
乳
幼
児
・

産
婦
健
康
診
査

   問合先　健康課害害各種事業案内 各種事業案内 害害
内　容ところと　き

▷身体測定、育児および保健・栄養
相談
▷母乳相談（婦人会館、公民館東分
館のみ）
▷歯科相談（公民館東分館のみ）
▷身体測定のみも可。気軽に直接会
場へお越しください。

公民館貫
井南分館

１月６日（水）
１３：３０〜１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場

相談）

婦人会館１月１９日（火）
１３：３０〜１５：３０

公民館東
分館

１月２０日（水）
１３：３０〜１５：３０

福祉会館１月２６日（火）
１３：３０〜１５：３０

▷身体測定、育児および保健相談
▷助産師の日は母乳相談（妊婦含
む）
▷身体測定のみも可　▷相談は要予
約

保健セン
ター

▷助産師＝
１月１４日（木）、２８日（木）
▷保健師＝
１月７日（木）、２１日（木）
いずれも９：３０〜１１：３０

▷要予約（当
日も可）［担当医］小磯〃１月２６日（火）

１３：３０〜１４：３０
歯科健康相談
（歯科医師）

▷血圧測定、
健康相談など
▷医師との相
談は１３：３０〜
１４：４５（要予
約）

保健師のみ福祉会館
５階

１月８日（金）
１３：３０〜１５：３０

成人健康相談
（医師・保健師） ［担当医］若松（内

科・健診結果説明）、
菊地（脳神経外科）

公民館緑
分館

１月２２日（金）
１３：３０〜１５：３０

▷食生活で気になることや食事療
法、離乳食など
▷要予約　▷別の日程を希望の方
は、ご相談ください。

保健セン
ター

１月１５日（金）
１３：３０〜１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※　保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます。

　

狭
心
症
・
心
筋
こ
う
そ
く
な
ど

を
中
心
に
心
疾
患
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
水
）
午
後

２０

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

講　

師　

穂
坂
英
明
さ
ん
（
市
医

師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

１
月　

日
（
火
）
午
後

２６

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄

養
の
お
話
、
調
理
実
習

対　

象　

３
～
５
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
（
初
め
て
の
方
優
先
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

１
月　

日
（
月
）
午
後

１８

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

妊
婦
歯
科
健
診

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

１
月
７
日
（
木
）
、　
２１

日
（
木
）
午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１０

　

分
４５と

こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

１
歳
未
満
の
乳
児
（
標

準
的
な
接
種
年
齢
は
、
生
後
５
か

月
～
８
か
月
未
満
）

注
意
事
項　

前
日
の
夜
か
ら
接
種

す
る
腕
（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は

控
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

心
疾
患
に

　
　

つ
い
て

健
康
講
演
会



27・12・15 6

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（　

月
８
日
現
在
）

１２

１
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８
　

日
２９
　

日
３０
　

日
３１○

：
空
室
あ
り　
△
：
空
室
少
し　
×
：
満
室

1月の行事
親子ふれあい体験教室（２日＝もちつき
大会、１１日＝繭玉作り、２４日＝焼き杉の
木のキーホルダー作り）、天体教室＝１６日
４月分の予約
１月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
http://koganei-kiyosato.com/
問合先　清里山荘（☎０５５１－
４８－４６４９）

FAX

（
祝
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
祝
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

一
般
棟

××○○△××○○○○○×△○○○×○○○○○○×○

団
体
棟

 

休
館
日

冬季期間（１１月～３月）は、暖房設備がないため閉鎖

 

休
館
日

　

身
近
に
あ
る
材
料
や
、
土
に
返

る
自
然
素
材
を
使
い
、
ど
な
た
で

も
簡
単
に　

分
程
度
で
作
成
で
き

３０

る
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

月
ご
と
に
内
容
を
変
え
、　

月
１２

は
稲
わ
ら
の
し
め
縄
飾
り
と
麦
わ

ら
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
ま

す
。

　

１
月
以
降
の
内
容
等
詳
し
く

は
、
環
境
楽
習
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://ko

gan
ei-kan

kyo

.n
et/eco

h
o
u
se/)

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開
設
時
間　

毎
週
月
曜
・
金
曜
日

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

環
境
楽
習
館

費　

用　
　

円
（
材
料
費
等
）

３００

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

そ
の
他　

５
人
以
上
で
の
参
加
は

事
前
に
環
境
政
策
課
へ
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

１
月　

日
（
月
）
午
前

１８

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

講　

師　

さ
さ
い
は
る
み
さ
ん

（
歌
唱
指
導
）
、
神
野
和
博
さ
ん

（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

市
民
講
座

元
気
な
歌
声
で
小
金
井
を

明
る
く
し
よ
う
（
冬
編
）

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　
　

円
（
飲
食
代
）

４００

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１２

２２

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
・
希
望
の
飲
み
物
（
コ
ー
ヒ

ー
ま
た
は
紅
茶
の
い
ず
れ
か
）
を

明
記
し
、
公
民
館
本
町
分
館
「
元

気
な
歌
声
係
」
（
〒　

儿
０
０
０

１８４

４
本
町
２
儿　

儿　

☎　

儿　

儿

１５

１１

０４２

３８３

１
１
７
０
）
へ
。

 
と　

き　

１
月
９
日
（
土
）
午
後

２
時
～
３
時

と
こ
ろ　

同
美
術
館

出　

演　

小
金
井
市
民
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
メ
ン
バ
ー

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２０

参
加
費　

無
料
（
要
観
覧
券
）

問
合
先　

同
美
術
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
９
８
０
０
＝
午
前　

時
～
午
後

１０

５
時
）

 　

思
わ
ず
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
く
な

る
、
簡
単
だ
け
ど
本
格
的
な
お
菓

子
を
、
菓
子
職
人
パ
テ
ィ
シ
エ
が

教
え
ま
す
。

と　

き
・
テ
ー
マ　

▽
１
月　

日
３１

（
日
）
＝
「
春
を
さ
き
ど
り
！
い

ち
ご
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
、
「
お

し
ゃ
れ　

お
い
し
い
ジ
ャ
ム
サ
ン

ｄｅ

ド
ク
ッ
キ
ー
」　

▽
２
月
７
日

（
日
）
＝
「
プ
ロ
の
レ
シ
ピ
で
か

ん
た
ん
生
チ
ョ
コ
」
、
「
ち
ょ
っ

と
オ
ト
ナ
の
プ
チ
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
」

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
生

活
室
Ａ
・
Ｂ

市
立
は
け
の
森
美
術
館

「
生
誕　

周
年　

串
田
孫
一
」

１００

関
連
企
画

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

き
た
ま
ち
キ
ッ
チ
ン
儿
パ

テ
ィ
シ
エ
の
お
菓
子
教
室

講　

師　

池
田
絢
菜
さ
ん
（
パ
テ

ィ
シ
エ
ー
ル
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
中
学
生
～　

歳
の
方

２５

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

参
加
費　

各
回　

円
（
材
料
費
）

５００

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電

１２

１６

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

  　

パ
ソ
コ
ン
で
お
困
り
の
こ
と
な

ど
を
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

毎
週
水
曜
・
日
曜
日
午

後
１
時
～
３
時
（　

月　

日
、　

１２

２７

３０

日
、
１
月
３
日
、
６
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

公
民
館
各
館

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
  　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
発
声
練
習
の

後
、
抒
情
歌
を
歌
い
ま
す
。
脳
機

能
を
向
上
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
生

演
奏
の
鑑
賞
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
、
２
月　

１５

１９

日
、
３
月　

日
い
ず
れ
も
金
曜
日

１８

午
前　

時
～
正
午
（
全
３
回
）

１０
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

こ
が
ね
い
パ
ソ
コ
ン
相
談
室

健
康
づ
く
り
講
座
儿
音
楽
で

毎
日
健
康
に
！

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

講　

師　

直
井
紀
子
さ
ん
（
音
楽

講
師
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１６

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

 
と　

き　

①
１
月　

日
（
火
）
②

１２

１
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４

１８

時と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

内　

容　

①
知
っ
て
お
き
た
い
改

正
相
続
税
法
と
そ
の
対
策
②
初
め

て
で
も
分
か
る
成
年
後
見
制
度

講　

師　

①
村
越
雅
規
さ
ん
（
税

理
士
）
②
汲
田
健
さ
ん
（
行
政
書

士
）

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　
　

月　

日
か
ら
、
電
話

１２

１５

で
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
 　

食
品
表
示
の
ど
こ
を
見
れ
ば
何

が
わ
か
る
の
か
。
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
食
品
表
示
に
つ
い

て
学
び
、
日
常
生
活
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

１
月　

日
（
金
）
午
後

２９

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
京
都
多
摩
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
立
川
市
柴
崎
町
２
儿

　

儿　

）

１５

１９

講　

師　

板
倉
ゆ
か
子
さ
ん
（
消

費
生
活
ア
ナ
リ
ス
ト
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
１
歳
～
就

学
前
。
１
月
８
日
ま
で
に
要
事
前

申
込
）

消
費
者
講
座

老
後
の
不
安
を
安
心
に

北
多
摩
南
部
五
市
連
携

消
費
生
活
講
座
儿
食
品

表
示
法
を
上
手
に
暮
ら

し
に
生
か
す
に
は

申　

込　
　

月　

日
～
１
月
８
日

１２

１５

に
、
電
話
で
経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

０４２

３８７

 　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
発
表

者
が
５
分
間
で
お
薦
め
の
本
を
紹

介
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
の
投

票
で
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
を

選
出
す
る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
日
）
午
後

１０

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
学
習
室

Ａ
・
Ｂ

対
象
・
定
員　

▽
発
表
者
＝
中
学

生
以
上
の
方
８
人
（
申
込
順
）
▽

観
覧
者
＝
小
学
生
以
上
の
方　

人
３０

（
当
日
先
着
順
）

そ
の
他　

発
表
者
は
申
込
時
に
紹

介
す
る
本
（
市
立
図
書
館
の
蔵
書

の
み
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月　

日
午
前
９
時
か

１２

１６

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

東
分
室
（
☎　

儿　

儿
４
５
５

０４２

３８３

０
）
へ
。

 　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
小
金

井
市
、
調
布
市
、
狛
江
市
、
府
中

市
、
三
鷹
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
の
交
流
を
目
的
と
し
た
、
横

浜
方
面
（
中
華
街
等
）
へ
の
バ
ス

ツ
ア
ー
で
す
。

集
散
時
間
・
場
所　

２
月
６
日

（
土
）
午
前
８
時　

分
リ
サ
イ
ク

４５

ル
事
業
所
集
合
～
午
後
５
時　

分
３０

ご
ろ
同
所
解
散

対　

象　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

定　

員　

各
市
７
人
（
多
数
抽

選
）

費　

用　

３
千
円（
入
館
料
ほ
か
）

申　

込　
　

月　

日
～
１
月　

日

１２

１５

１５

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
小
金
井

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０
０
１
１
）

０４２

３８７

へ
。 第

１
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

小
金
井
ひ
が
し
ち
ょ
う

ｉｎ避
難
者
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

 　

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
唯

一
無
二
の
音
楽
を
奏
で
る
実
力
派

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
名
曲
の
数

々
を
情
熱
的
な
演
奏
と
魅
惑
た
っ

ぷ
り
の
音
色
で
お
贈
り
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）
午
後

１８

７
時
開
演

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
大
ホ
ー
ル

出　

演　

古
澤
巌
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）、
阿
部
篤
志
（
ピ
ア
ノ
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

一
般
４
千
円
、

学
生
２
千
円

そ
の
他　

▽
重
複
応
募
や
記
入
事

項
不
備
、
指
定
期
間
外
到
着
の
申

込
無
効　

▽
座
席
位
置
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
。
▽
友
の
会
の
割
引

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
▽
一
般

発
売
日
は　

月　

日
（
祝
）
か
ら

１２

２３

で
す
。
▽
未
就
学
児
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１２

１７

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
公
演

名
・
希
望
席
種
・
希
望
枚
数
（
１

人
２
枚
ま
で
）・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
（
市

内
在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
名

ま
た
は
学
校
名
）
を
明
記
し
、
小

金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
「
市
内

先
行
チ
ケ
ッ
ト
係
」
（
〒　

儿
０

１８４

０
０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

儿

１４

４５

０４２

　

儿
８
０
９
９
）
へ
。

３８０
 

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

古
澤
巌 
コ
ン
サ
ー
ト

儿
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
夜

市
内
先
行
受
付

 　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力

づ
く
り
を
目
的
に
、
市
立
の
学
校

施
設
（
体
育
館
ほ
か
）
を
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
種
目
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

そ
の
他　

▽
初
め
て
の
方
は
、
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
▽
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎　

儿　

儿
２
４
６

０４２

３８６

２
）

   　

冬
の
清
里
の
自
然
観
察
、
自
然

体
感
ゲ
ー
ム
、
雪
上
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
等
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
然
の
不
思
議
や
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
す
る
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
６
日
（
土
）
～
７

日
（
日
）
の
１
泊
２
日
（
観
光
バ

ス
使
用
）

１
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目

１０・１７・２４・３１日午後１時～４時日緑　小卓 球

１３・２０・２７日午後６時～９時水前原小剣 道

１０・１７・２４・３１日正午～午後３時日本町小バドミントン

１５・２２・２９日午後７時～９時金一　中柔 道

子

ど

も

市
立
清
里
山
荘

冬
の
体
験
教
室

と
こ
ろ　

市
立
清
里
山
荘

指　

導　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
東
京
会
小
金
井
支
部

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
校
３
年
生
～
中
学
生

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　

４
千
円
（
食
事
代
、
保

険
料
ほ
か
）

申　

込　

１
月
５
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
（
１
人
１

通
）
に
住
所
・
本
人
お
よ
び
保
護

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性

別
・
保
護
者
携
帯
番
号
・
学
校

名
・
生
年
月
日
・
学
年
を
明
記

し
、
小
金
井
市
立
清
里
山
荘
（
〒

　

儿
０
３
０
１
山
梨
県
北
杜
市
高

４０７根
町
清
里
３
５
４
５
儿
１
☎
０
５

５
１
︱　

︱
４
６
４
９
）
へ
。

４８

学
び
・
く
ら
し

ス

ポ

ー

ツ

環
境
楽
習
館
に

ク
ラ
フ
ト

コ
ー
ナ
ー
を
開
設



27・12・157
【
市
内
の
救
急
医
療
体
制
】

　

年
末
年
始
の
一
般
・
歯
科
診
療

は
、
各
休
日
診
療
当
番
医
院
で
行

い
ま
す
。

　

年
末
の
当
番
医
院
の
診
療
科

目
、
診
療
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
）

　

な
お
、
年
末
の
休
日
診
療
で

は
、
点
滴
、
検
査
な
ど
通
常
の
診

療
日
と
同
様
の
診
療
が
で
き
な

い
、
短
期
間
の
処
方
に
限
ら
れ

る
、
小
児
科
を
標
榜
し
て
い
な
い

場
合
は
小
児
の
診
察
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

年
始
の
休
日
診
療
当
番
医
院

は
、
市
報
１
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
小
児
救
急
】

　
　

時
間
小
児
救
急
医
療
に
対
応

２４
し
て
い
ま
す
。

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
（
武
蔵
野

市
境
南
町
１
儿　

儿
１
☎
０
４
２

２６

２
儿　

儿
３
１
１
１
）

３２

【
東
京
都
の
救
急
医
療
体
制
】

　

夜
間
や
、
市
内
の
休
日
診
療
当

番
医
院
の
中
に
傷
病
の
処
置
に
該

当
す
る
診
療
科
目
が
な
い
場
合

に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
②
は　

時
間
対
応
し
て
い
ま

２４

す
。

〈
①
医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り
〉

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３
聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

〈
②
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
〉

FAX

☎
＃
７
１
１
９
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

〈
③
母
と
子
の
健
康
相
談
室
〉

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時☎
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）
☎　
０３

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

【
公
立
昭
和
病
院
】

　
　

月　

日
（
火
）
～
１
月
３
日

１２

２９

（
日
）
は
、
一
般
外
来
診
療
を
休

診
し
ま
す
。

　

救
急
診
療
は
通
常
ど
お
り
行
い

ま
す
が
、
重
症
重
篤
患
者
を
優
先

的
に
診
療
し
ま
す
。

　

来
院
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

小
平
市
花
小
金
井
８
儿

１
儿
１
（
☎　

儿　

儿
０
０
５

０４２

４６１

２
）

　

こ
の
期
間
、
次
の
業
務
は
施
設

管
理
室
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

で
取
り
扱
い
ま
す
。

▽　

届
出
関
係
＝
出
生
届
、
死
亡

届
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届
出

の
受
け
付
け

▽　

証
明
関
係
＝　

月　

日

１２

２８

（
月
）
午
後
４
時
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
の
あ
っ
た
証
明
書

（
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
）
の
交
付

　

な
お
、
市
施
設
等
の
年
末
年
始

の
休
み
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

問
合
先　

総
務
課
庶
務
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
０
５
）

３８７

　

市
役
所
の
一
般
業
務
は
、　

月
１２

　

日
（
火
）
～
１
月
３
日
（
日
）

２９は
休
み
と
な
り
ま
す
。

市
役
所

市
役
所
はは

月

　

月　

日日（（
火
）
～

火
）
～

１２１２

２９２９

１１
月月
３３
日日（（
日日
））
はは

休
み
で

休
み
で
すす

救
急
医
療
体
制

休みの期間施　設　名
１２月２７日（日）〜
１月４日（月）児童館各館

１２月２８日（月）〜
１月４日（月）はけの森美術館、美術の森緑地、図書館本館・別館

１２月２８日（月）〜
１月５日（火）

環境配慮住宅型研修施設、滄浪泉園、三楽の森公共
緑地、どんぐりの森公共緑地、上山谷緑地公園

１２月２９日（火）〜
１月３日（日）

はけの森緑地２、東小金井事業創造センター、市民
会館・萌え木ホール、福祉会館、保健センター、子
ども家庭支援センター、栗山公園健康運動センタ
ー、文化財センター、前原暫定集会施設、前原町西
之台会館、桜町上水会館、貫井北町集会場、貫井南
町三楽集会所、中町天神前集会所、婦人会館、上之
原会館、貫井北町中之久保集会所、前原町丸山台集
会所、東町友愛会館、中町桜並集会所、貫井北五集
会所、東小金井駅開設記念会館・マロンホール、小
金井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センタ
ー）、障害者福祉センター、教育相談所、市役所第
二庁舎駐車場、自転車保管所、小金井にし地域包括
支援センター、公民館各館、東町集会所、児童発達
支援センター・きらり

１２月２９日（火）〜
１月４日（月）

総合体育館、上水公園運動施設、市テニスコート場、
西之台会館図書室

１２月２９日（火）〜
１月５日（火）図書館東・緑・貫井北分室

１２月３０日（水）〜
１月３日（日）

小金井きた地域包括支援センター、小金井みなみ地
域包括支援センター、本町高齢者在宅サービスセン
ター

１２月３１日（木）〜
１月３日（日）

小金井ひがし地域包括支援センター、有料自転車駐
車場（機械式除く）
※　CoCoバス北東部循環は、１２月３０日（水）〜１月３日（日）は休日ダイヤで運行し
ます。

※　はけの森美術館喫茶棟は、１２月２８日（月）〜１月７日（木）は休業です。
※　親子あそびひろば「ゆりかご」は、１２月２８日（月）〜１月４日（月）は休業です。

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

月　

日（
日
）

１２

２０

　

月　

日（
水
・
祝
）

１２

２３

　

月　

日（
日
）

１２

２７

　

月　

日（
火
）

１２

２９

　

月　

日（
水
）

１２

３０

　

月　

日（
木
）

１２

３１

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。
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%%%%%%
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&
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－53うさぎビル1F
☎042－388－5400

 
本町薬局

（ ）本町1－19－2
☎042－383－3515

 
廣栄調剤薬局

（ ）東町4－33－18－101
☎042－385－8698

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
キタムラ薬局

（ ）本町1－8－12東栄ビル１階
☎042－384－8292

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2－11－10シェリール1F
☎042－316－5579

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
みなみ調剤薬局

（ ）貫井南町5－20－15
☎042－381－7405

 
おおにし薬局

（ ）梶野町4－20－4
☎0422－55－8998

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

 
根本薬局

（ ）東町4－20－1
☎042－384－2146

 
柴崎薬局

（ ）本町5－38－32－102
☎042－381－2655

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

篠  

田  

医  

院

外
胃
皮
婦

東町4―37―3
☎042―381―3122

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

岡
村
皮
フ
科
医
院

皮

梶野町2―7―2
☎0422―37―1112

北口 交番
東小金井駅

婦人
会館

東京電機大
　　　高校

北大通り
梶
野
通
り

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

中町2―14―28
☎042―385―1184

三
愛
歯
科
医
院

マンション

農工大通り

農工大
豆
腐
店

そ
ば
店

竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

松
本
内
科
医
院

内
小

東町4―20―8
☎042―384―0847

交番

東小

西
武
多
摩
川
線

新
小
金
井
駅

農工大通り

大 

見 

医 

院

産
婦

内

梶野町5―5―6
☎042―385―2272

東小金井駅

北口北口

駐車場駐車場

三小

地蔵通り地蔵通り

薬局薬局

梶野町交差点
北大通り

北口

駐車場地蔵通り

薬局 梅
沢
眼
科
医
院

眼

本町1―9―3
エステート立花201
☎042―381―1346

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
　交差点

小
金
井
街
道

南口南口南口
共
立
診
療
所

内
小
外
皮

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口

い
こ
ま
歯
科
医
院
北
口
診
療
所

本町5―12―14
森ビル3F
☎042―384―4114

武蔵小金井駅

北口

西
友

小
金
井
街
道

本町2―12―1
☎042―383―2232

丸  

茂  

医  

院

内
循

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口北口

けやき通り

北大通り
公民館
本町分館小

金
井
街
道

北口

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニッ
ク

内

本町6―14―28
アクウェルモール3Ｆ
☎042―386―3757

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

南口
交通広場

清  

水  

医  

院

内
皮

本町4―19―16
☎042―384―1212

北大通り

上水公園
運動施設 ク

リ
ニッ
ク
西
の
く
ぼ

耳
ア
気

前原町5―12―1
☎042―384―3777

南中学校前

東八道路

前
原
五
郵
便
局

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

南中

リサイクル
事業所

山
﨑
内
科
医
院

内
呼
ア

緑町5―12―17
☎042―381―1462

地蔵通り

けやき通り

小
金
井
街
道

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

北大通り

緑
中
央
通
り

鹿
島
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク
本町5―38―32
ライオンズマンション武蔵小金井第3-101号
☎042―388―2111

武蔵小金井駅

北大通り
マンション1F

スポーツクラブ
本町2丁目
交差点小

金
井
街
道北口

ひ
ら
た
循
環
器
ク
リ
ニッ
ク

内
循

本町5―40―3
☎042―401―6157

北大通り

北口北口

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

北口

梶野町4―11―13
☎0422ー53―5666

く
ろ
だ
内
科
医
院

循
内

消

東小金井駅
北口

三小 梶野町
交差点

コンビニエ
ンスストア

至梶野橋
理容店

梶
野
通
り

本町6―9―38―1F
☎042―383―5115

共
立
整
形
外
科

整
リ 

ハ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅 三
枝
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科
医
院

耳

本町5―19―32
三枝ビル2F
☎042―381―8221

武蔵小金井駅

北口

西
友

小
金
井
街
道

小

ひ
ら
た
循
環
器
ク
リ
ニッ
ク

内
循

本町5―40―3
☎042―401―6157

北大通り

北口北口

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

北口

貫井北町2―18―10
☎042―383―8217

貫
井
北
町
歯
科
医
院

中大附属高校

学芸大

学芸大角
交差点

新
小
金
井
街
道

待  

山  

医  

院

内
循

緑町2―17―10
☎042―384―5421

北大通り

緑小 緑中 法
政
大

小金井
北高 連雀通り連雀通り

宮
本
内
科
医
院

内
循
消
呼

中町3―7―4
☎042―381―2219

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

福祉会館

小
金
井
街
道

東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り

パン屋

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

前原町3―35―18
☎042―384―2189

武蔵小金井駅

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

梶 

尾 

眼 

科

眼
南口 小

金
井
街
道

連雀通り
東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り

パン屋

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

本町2―17―14
☎042―385―3111

木
所
歯
科
医
院

至小金井橋
本町2丁目交差点

至武蔵小金井駅北口

公
民
館

本
町
分
館

公
園

北大通り小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

武
蔵
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
循
呼
胃

本町5―19―33
☎042―384―0080

北口

小
金
井
街
道

西
友

飲食店 さ
い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

武
蔵
野
中
央
病
院

内

東町1―44―26
☎0422―31―1231

酒店

連雀通り

都
営
住
宅

新
小
金
井
駅

交
番

西
武
多
摩
川
線 さ

い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線 湯

山
歯
科
医
院 東町4―21―10

湯山ビル1F
☎042―381―6211

交番
連雀通り

薬局

新小金井駅
西武多摩川線

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
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　市の魅力を広く市内外に発信し、市のイメージアップを図るとともに、市民の皆さん
が、愛着と誇りを持てる市とするため、新たに観光大使を設置しました。今回、観光大
使となっていただいた、
各方面でご活躍中の１２人
と１グループの方々をご
紹介します。

小金井市観光大観光大使使観光大観光大使使を委嘱しまし委嘱しましたた
広報秘書課広報係☎０４２−３８７−９８０３問合先

●プロフィール● ●メッセージ●

　小金井市在住。大学２年から競技
を始め、日本代表に選出。２００２年釜
山アジア大会、２００６年ドーハアジア
大会、２０１０年広州アジア大会、２０１４
年仁川アジア大会と４大会連続で銅
メダルを獲得。
　現在も日本女子代表として、数々
の国際大会等で活躍されています。
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　私がメダリストになれた理
由の一つに小金井公園でのト
レーニングがあります。
　１０代の 頃 から通っている小

ころ

金井公園をはじめとし、緑の
 溢 れる小金井の街が大好きで
あふ

す。
　これからもこの素晴らしい
環境を大切にしながら市民の
みなさんとスポーツを楽しめ
たらいいなと思います。仁川アジア大会

セパタクロー日本代表
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　２０１２年ロンドンオリンピック競泳
男子２００Mバタフライに出場し、準
決勝に進出。同年の世界短水路優
勝。
　金田スイミングクラブで一般の指
導～全国大会をめざす選手コースま
でのコーチを、また、法政大学でも
世界をめざす選手指導と兼任講師を
務められています。
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　来年は、オリンピック・パ
ラリンピックの年。その４年
後には東京オリンピック・パ
ラリンピックを控えていま
す。スポーツを行うだけでな
く、裏方として支えたり応援
したりと、小さな方からお年
寄りの方 迄 、多くの人 達 にス

まで たち

ポーツを通じて、健全な心と
身体を培って 頂 きたいと思い

いただ

ます。ロンドンオリンピック
競泳日本代表
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　小金井市出身。本名、塩谷均。英
国人の詩人、クリス・モズデルに師
事。１９９５年に発表された「長い題名
シリーズ」ポストカードで注目され、
テレビ、雑誌、教科書の表紙や書店
のブックカバーなど多くのメディア
にイラストを提供。近年はパフォー
マンスライブを国内外で行っている
ほか、tvkの旅番組「キンシオ」に出
演中です。
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　子供の時は気づかなかった
んですけど、大人になってか
ら、僕が育った小金井市はと
てもいいところだったんだと
気づくことが多いです。そん
な小金井の色んないいところ
を未来に向けて発信していき
たいです。

イラストレーター・詩人
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　小金井市在住。７歳からバレエを
始め、小学生のころから数々の国内
のコンクールで実績を残され、本年
４月には、米国ニューヨークで開催
された若手バレエダンサーの世界的
登竜門とされる、「ユースアメリカ
グランプリ」で１位の栄冠に輝きま
した。
　今後も世界的な活躍が期待される
バレエダンサーです。
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　任命して 頂 き光栄です。９
いただ

年間、バレエを通じて 様  々 な
さま ざま

貴重な経験をし、多くの刺激
を受けました。まだ未熟です
が、日々感謝を忘れず努力し
続けます。観光大使、頑張り
ます。

バレエダンサー
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　小金井市在住。幼少時からピアノ
を始め、平成２４年第６６回全日本音楽
コンクール全国大会ピアノ部門中学
校の部での優勝、本年１０月に行われ
た第８４回日本音楽コンクール第２位
など、数々の優秀な成績を収め、将
来を嘱望されているピアニストで
す。
　現在放送中のふれあいメロディー
（定時放送）「小さな世界（イッツ・
ア・スモールワールド）」は、黒田
さんによる演奏です。

 
黒  
田 　
 
哲  
平 
さ
ん

く
ろ 
だ 

て
っ 
ぺ
い

　この 度 は、小金井市観光大
たび

使に任命して 頂 けましたこ
いただ

と、光栄に存じます。僕は小
金井市がとても良い市だと思
います。市民の方々と共に、
その魅力を発信するよう努め
て 参 りますので、どうぞ 宜 し

まい よろ

くお願い申し上げます。

ピアニスト
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　東京学芸大学音楽科を卒業した松
尾兄弟（小金井市出身）が中心とな
り２００５年CDデビュー。デビューア
ルバムはインディーズランキングポ
ップス部門第１位を記録。
　NHK等、TV出演や番組エンディ
ングテーマ・CM演奏を担当し全国
各地でコンサートを行っています。
　２０１５年には中国公演を成功に収
め、海外にもその音楽が届き始めて
います。
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　小金井市の皆様、Everlyで
す。小金井市ではたくさんの
演奏機会を 頂 いておりどこか

いただ

でご覧になったことのある方
も多いかと思います。
　このたび観光大使という大
役に任命していただき、大変
光栄に感じております。
　地元小金井市の発展のため
精一杯ＰＲに務めさせていた
だきます。どうぞ 宜 しくお願

よろ

い致します。ミュージシャン
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　スポーツ（運動）は、そこ
に関わる全ての人の健康と笑
顔を引き出し、日常を活性化
させる貴重なツールではない
でしょうか。そのキーワード
を大切にし、小金井市の「元
気」に貢献できるよう微力な
がらお手伝い 出  来 ればと思っ

で き

ております。

仁川アジア大会
セパタクロー日本代表
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　小金井市民になって、やや
五十年に及ぶ。駅前は別世界
のように変わったが、小金井
公園、滄浪泉園、ハケの道、
玉川上水など、昔に変わらぬ
武蔵野の面影もそこここに残
る。そんなことを発信してい
ければと思っている。

作家・国文学者
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　はじめまして、映画監督の
深田晃司と申します。私は生
まれてから２４歳までを、小金
井市の東町で過ごしました。
市が月一回開催されている市
民映画上映会に私は毎月通
い、それが今の私を作ったの
だと思います。今回の身にあ
まるご指名はそのご恩返しの
よい機会と考えています。ど
うぞよろしくお願いします。

映画監督
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　この 度 、小金井市観光大使
たび

をお引き受けし身の引き締ま
る思いです。仕事の都合上国
内外を 廻 ります。緑豊かで住

まわ

みよい素敵で東京都のほぼ中
央に位置する小金井市を他市
の皆様方にご紹介させていた
だきます。

和紙絵画・押絵作家
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　こんにちは。古畑俊男と申
します。２６歳の時からトライ
アスロンをしております。
　小金井市は、ランニングの
練習をするには、大変良いと
ころです。市民の皆さまにお
かれましては、朝ほんのわず
かな時間をやりくりして、ラ
ンニングや散歩をしません
か。気持ち良いですよ。

義足のトライアスロン選手
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　この 度 観光大使を引き受け
たび

させて 頂 くことになりまし
いただ

た。私の育った小金井市は、
小金井公園・武蔵野公園があ
り、緑も多く自然豊かな街で
す。スポーツを通して体を動
かすことの楽しさや小金井市
の魅力を 沢  山 の方々にお伝え

たく さん

したいと思います。

ロンドンオリンピック
新体操日本代表
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●プロフィール● ●メッセージ●
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　小金井市の皆さん、こんに
ちは！車いす陸上競技をやっ
ています古畑篤郎です！小金
井の観光大使として、小金井
市の魅力を伝えていけるよ
う、車いす陸上を通して皆さ
んに元気を届けられる選手に
なれるよう頑張ります！

ロンドンパラリンピック
陸上競技日本代表
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　小金井市在住。亜細亜大学在学時
に日本代表に選出。２００２年釜山アジ
ア大会で、銅メダルを獲得。また、
本場タイのプロチームに所属し、初
の外国人選手としてプロリーグに参
加。２０１０年広州アジア大会、２０１４年
仁川アジア大会でもそれぞれ銅メダ
ルを獲得。
　現在は第一線を退かれ、亜細亜大
学で職員として勤務しながら、後進
の育成、競技の普及活動などに活躍
の場を移されています。

　１９４９年生。慶応義塾大学大学院修
了。「イギリスはおいしい」で日本
エッセイストクラブ賞、「ケンブリ
ッジ大学所蔵和漢古書総合目録」で
国際交流奨励賞等受賞。古典論、エ
ッセイ、小説のほか、歌曲等の詩作、
能楽、料理書等、著書多数。「謹訳
源氏物語」（全十巻）で毎日出版文
化賞特別賞受賞。最新刊「謹訳平家
物語」

　小金井市出身。大学在学中に映画
美学校に入学。２０１０年「歓待」で東
京国際映画祭日本映画「ある視点」
部門作品賞、多摩映画祭最優秀新進
監督賞受賞。「ほとりの朔子」でナ
ント三大陸映画祭グランプリ、タリ
ンブラックナイト映画祭最優秀監督
賞受賞。現在は、現代口語演劇を掲
げる劇団青年団の演出部に所属しな
がら、映画製作をされています。

　小金井市在住。和紙を使い、キャ
ンバスとして絵画を創作、押絵は正
絹を素材に伝統工芸の羽子板・美人
画を創作し発表。繊細な作風は国内
外で高い評価を得ています。
　創作活動の一方、（公社）日本和
紙絵画芸術協会に所属し常務理事、
ＮＰＯ法人小金井市文化協会会長代
行を務められています。

　小金井市在住。２０歳の時に右ひざ
下より切断。その後、身体を動かさ
ない日々が続きましたが、水泳と出
会い、トライアスロンを始めるきっ
かけとなりました。
　２００２年から２００４年、トライアスロ
ンの最高峰レース「ハワイアイアン
マン大会」３年連続出場。フルマラ
ソンベストタイム２時間４７分４８秒
（２０１３年千葉佐倉マラソン）

　小金井市在住。５歳から新体操を
始め、中学３年生で日本代表（フェ
アリージャパン）に選出。高校３年
生で２０１２年ロンドンオリンピック新
体操女子団体に出場。チームは７位
入賞の好成績を収めました。
　また、２０１５年に入り、光州ユニバ
ーシアードに日本代表として出場
し、銀メダルを獲得。２０１５全日本新
体操選手権でも団体総合優勝を飾る
など活躍が続いています。

　小金井市在住。１２歳から競技を始
め、２０１２年ロンドンパラリンピック
では、陸上競技（車いす）男子１００m
および２００mに出場。いずれの競技
も自己ベストを更新するなど、大き
な活躍を見せてくれました。
　競技生活の一方、もう一つのご自
身の夢である声優をめざし、活動さ
れています。

（五十音順）

休

日

診

療

は

７

面

に

掲

載

　１２月９日（水）に委嘱状交付式を行い、出席された７人
の観光大使に、市長から委嘱状を交付しました。



平成27（2015）年

ごみ減量・
リサイクル特集
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　生活をしていくうえで、ごみは必ず発生します。どうしたら日ごろから出るごみ
を減らすことができるのでしょうか？
　ごみを減らすキーワードは３Ｒです。３Ｒとは、ごみになるものを元から減らす
「リデュース（Ｒｅｄｕｃｅ）＝発生抑制」、使えるものは何度でも使う「リユース
（Ｒｅｕｓｅ）＝再使用」、資源になるものを捨てずに再生利用する「リサイクル（Ｒ
ｅｃｙｃｌｅ）＝再生利用」の頭文字の“３つのＲ”をとって作られた言葉です。

　その３Ｒでいちばん大切なことはリデュースです。リユースやリサイクルも大切
ですが、まずはリデュースできることはないか考え、ごみを出さないライススタイ
ルを継続しましょう。資源やエネルギーの消費を抑制し、環境を守ることにつなが
ります。
　では、リデュースにはどのような取り組みがあるのでしょうか？日々の生活の中
で、少しだけ意識すれば、手軽にリデュースに取り組めることがたくさんあります。
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　市では、市民の
皆さんがスマートフォンでごみの収集日や分別方法などを
確認できるごみ分別アプリを配信しています。
　このアプリは、ごみの収集日やごみの分別、ごみの出し
方など、ごみに関するさまざまな情報を提供する、とても
便利なアプリです。
　端末のＱＲコード読み取りリーダーを使用し、ダウンロ

ード用のページからアプリをダウンロードしてください。
無料でダウンロードできます。ｉＯＳ版（ｉＰｈｏｎｅやｉＰａｄ
など）とＡｎｄｒｏｉｄ版（Ａｎｄｒｏｉｄ携帯、Ａｎｄｒｏｉｄタブレ
ットなど）で、それぞれダウンロード方法が異なります。
※　このアプリはスマートフォン向けのアプリで、市内在
住・在勤の方を対象としています。

※　通信料は利用者の負担となります。

ごみ分別アプリ配信

　身近なちょっとした工夫で無理せずごみを減らすことができます。皆さんはクリスマスや年末の時期、買い物で不要な分まで多く買いすぎてしまうことはありま
せんか？買いすぎはごみを増やす原因になります。くるくるカメくんが買い物に行くようです。ちょっとのぞいてみましょう。

　生ごみには大量の水分が含まれてい
ます。ごみ出しの前に、水切りをする
ことで燃やすごみの減量になります。

①生ごみは絞って水切りを
　割りばしやペットボトル、缶のごみ
が出なくなります。

②水筒、マイはしを持ち歩く
　レジ袋の削減や過剰な包装もいらな
くなります。

③買い物はマイバッグ持参で

詰替
用

シャンプー

　シャンプーや洗剤などは詰め替え商
品を使いましょう。ごみも減り、節約
にもなります。

④詰め替え商品を使う
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平成26年度市施設ごみ・資源物の排出、処理量について報告します
　平成２６年度に市施設から排出されたごみ・資源物の総量は約３５４ｔでした。
　排出量のうち、資源物（生ごみ減量化処理機器で処理したもの、枝木・雑草
類・落ち葉など）として資源化された量は約２９１ｔで、資源化率は８２.１％でした。
　今後も引き続き、生ごみの減量、ごみ・資源物の徹底分別を実施し、ごみの減
量を推進します。

平成２６年度市施設ごみ・資源物実績一覧
資源化率（％）再利用量（kg）処分量（kg）排出量（kg）施設の名称

８７.４８,４１５１,２１２９,６２７市役所本庁舎
８３.９２６,９５４５,１８６３２,１４０市役所第二庁舎
８９.７１７,６３５２,０２３１９,６５８第一小学校
７６.２１６,０５４５,００５２１,０５９第二小学校
９２.０２４,１５５２,０９５２６,２５０第三小学校
８４.０１０,６３０２,０２６１２,６５６第四小学校
８８.１１４,８７６２,０１４１６,８９０東小学校
８５.８１３,５２２２,２４７１５,７６９前原小学校
７８.３８,９３７２,４７１１１,４０８本町小学校
８４.６１１,８２４２,１４５１３,９６９緑小学校
７６.７７,８６８２,３９０１０,２５８南小学校
８５.７１８,０２８２,９９６２１,０２４第一中学校
９１.２１７,６７０１,７０９１９,３７９第二中学校
９３.９１３,７２５８８４１４,６０９東中学校
８５.２１８,９６０３,３０４２２,２６４緑中学校
９３.３１９,７１３１,４１２２１,１２５南中学校
６３.６１,４８６８５０２,３３６福祉会館
７８.５９５９２６２１,２２１保健センター
４２.５４３６５９０１,０２６総合体育館
８３.４５,０００９９６５,９９６図書館本館
５６.４９８２７６０１,７４２公民館緑分館
４０.２３１９４７５７９４栗山公園健康運動センター

８８.３２,７２８３６０３,０８８小金井　宮地楽器ホール
（小金井市民交流センター）

６４.７１,１９０６５０１,８４０公民館貫井北分館

１３.９６１７３,８２９４,４４６本町高齢者在宅サービスセ
ンター

７０.３１,２５７５３０１,７８７障害者福祉センター
７９.８２３７６０２９７はけの森美術館

資源化率（％）再利用量（kg）処分量（kg）排出量（kg）施設の名称
４７.８６４７０１３４婦人会館
４９.８１６２１６３３２５東小金井駅開設記念会館
３２.３５４１１３１６７前原町西之台会館
４６.９９０１０２１９２上之原会館
３２.５２５５２７７桜町上水会館

２７.０８１２１９３００シルバー人材センターリサ
イクル事業所

５９.９３９７２６６６６３公民館本町分館
７６.１１,１４１３５８１,４９９公民館貫井南分館
７４.０８５２３００１,１５２公民館東分館
６４.０８０４５１２５文化財センター
２０.６１,４４５５,５６９７,０１４清里山荘
７９.９１９１４８２３９区画整理課事務所
５８.０２７１１９６４６７中間処理場
７０.１１,０３０４４０１,４７０ごみ対策課分室
８４.０３,９５８７５２４,７１０わかたけ保育園
８１.６４,１２４９３０５,０５４くりのみ保育園
７５.３４,０９１１,３４１５,４３２けやき保育園
６０.４１,２１８７９７２,０１５さくら保育園
７８.１４,０７０１,１４１５,２１１小金井保育園

７７.６１３５３９１７４児童発達支援センターきら
り

６８.８３８６１７５５６１東児童館・たまむし学童保
育所

７１.９４９１１９２６８３緑児童館・みどり学童保育
所

５９.８４６５３１２７７７本町児童館・ほんちょう学
童保育所

７５.８３００９６３９６たけとんぼ学童保育所
５９.８２３１１５５３８６さわらび学童保育所
６７.４２３４１１３３４７あかね学童保育所
５９.７４０８２７５６８３さくらなみ学童保育所
６０.４１９２１２６３１８まえはら学童保育所
６０.１１８１１２０３０１みなみ学童保育所
３５.１２５３４６８７２１東小金井事業創造センター
８２.１２９０,７９７６３,４５４３５４,２５１合　計
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年始初日年内収集の申込期日

申込受付は１月４日（月）
から行います。

左記の期日後～２８日（月）に申し込んだ場合は、年明
けの収集となります。

２１日（月）粗大ごみ
２５日（金）浄化槽清掃
２５日（金）し尿汲み取り

地区によって異なります。申し込みは、回収日前日
（土曜・日曜日を除く）の正午までです。

２１日（月）～
２５日（金）　枝木・雑草類・落ち葉

年末年始の地区別収集業務日程表
空き缶・

ペットボトル・
金属

古紙・布プラスチック
ごみ

燃やさないごみ
ビン・スプレー
缶・有害ごみ

燃やすごみ　　　　　　区　分

地　区　　　　　　 年始
初日

年末
最終

年始
初日

年末
最終

年始
初日

年末
最終

年始
初日

年末
最終

年始
初日

年末
最終

６日１６日７日２４日４日２８日１３日２３日

５日２９日

貫井北町
１４日２４日６日２３日４日２８日７日１７日本町３・４・５丁目

１１日２８日７日２４日７日２４日４日２１日緑町４・５丁目
本町２丁目

７日１７日４日２８日６日２３日１４日２４日梶野町、関野町

４日２１日７日２４日６日２３日１１日２８日緑町１・２・３丁目
桜町

１３日２３日８日２５日５日２２日６日１６日４日２８日東町１・５丁目
中町１・２丁目

１５日２５日５日２２日７日２４日８日１８日

６日３０日

東町２・３・４丁目

８日１８日４日２８日５日２２日１５日２５日
中町３・４丁目
本町１・６丁目
貫井南町３丁目

５日１５日４日２８日８日２５日１２日２２日前原町１・２・３・４丁目

１２日２２日４日２８日８日２５日５日１５日前原町５丁目
貫井南町１・２・４・５丁目
※　○印は祝日ですが、収集を行います。ごみ・資源物の分別が不十分の場合は、収集できませんので、ご注意ください。

Ｒリサイクルリサイクル

　メモ用紙や紙切れ、はがき、封筒やたばこの箱など
は、ごみとしてつい捨ててしまいがちですが、実はこ
れらも資源になる「ざつがみ」（右図参照）です。燃
やすごみの中にはまだまだ「ざつがみ」が多く混在し
ています。「ざつがみ」を分別することで、さらなる
ごみの減量と資源の有効活用を図ることができます。
　分別のヒントとして、「ざつがみ」はその大きさや
形状がバラバラでまとめにくいため、紙袋に入れて分
別しておけば、「古紙・布の回収日」にその袋ごと出
すことができます。紙袋がない場合には、自宅で簡単
に「ざつがみリサイクル袋」を作成（作り方は市ホー
ムページ参照）できますので、ご活用ください。なお、
少量のときは、雑誌の間にはさみ込んで出すこともで
きます。
　毎日出る「ざつがみ」も「混ぜればごみ、分ければ
資源」となります。皆さんの日々の取り組みは、燃や
すごみの減量・資源化の推進につながりますので、「ざ
つがみ」を分別して「古紙・布の回収日」に出してい
ただきますようご理解・ご協力をお願いします。

難再生古紙拠点回収をご利用ください
　これまで、リサイクルが困難なために燃やすごみとして収集し、焼却処理をしていた紙コップや紙皿など防水加工
された紙や紙製たまごパックなどの「難再生古紙」の拠点回収を下表の市内１１か所の拠点回収場所で実施しています。
「難再生古紙」は資源化されますので、燃やすごみの減量・資源の有効利用につながります。今後とも、ぜひご利用
ください。
　拠点回収で回収された「難再生古紙」は資源化処理できる施設に運搬され、トイレットペーパーなどにリサイクル
されます。

難再生古紙拠点回収場所一覧 ※　各施設の建物内に拠点回収ボックスがあるので、
開館時間内に利用してください。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつががががががががががががががががががががががががががががががががががみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててななななななななななななななななななななななななななななななななななああああああああああああああああああああああああああああああああああにににににににににににににににににににににににににににににににににに？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
「ざつがみ「ざつがみ」」
ってなあに　ってなあに？？

回収された難再生古紙

※　古紙・布の日に出してください。ざつがみで出せるもの（例）

※　食品ラップの箱のカッター部分、窓付き封筒のセロハン部分など紙以外の部
分をすべて取り除いてから出してください。

メモ用紙、はがき、封筒、ノート、ダイレクトメール、ボール紙、パンフレット、折
込広告、紙袋、菓子の箱、たばこの外箱（中の金・銀紙除く）、トイレットペーパ
ーの 芯 、食品ラップの箱と芯、コピー用紙、包装紙、ティッシュペーパーの箱など

しん

※　下記のとおり、出してください。ざつがみで出せないもの（例）

紙製紙製

防水加工された紙（紙コップ・紙皿・紙製カップ
麺容器・紙製ヨーグルト容器など）、紙製たまご
パック、カーボン紙・ノーカーボン紙（伝票な
ど）、感熱紙（ＦＡＸ用紙・レシート）、写真など 閣

閣
リサイクルできな
い紙です。燃やす
ごみの日に出して
ください。

難再生古紙拠点
回収をぜひご利
用ください。
燃やすごみの日に
も出せます。

アイロンプリント紙、紙製ガムテープ、汚れた紙、
洗剤やせっけんの箱など

開館時間施設名開館時間施設名開館時間施設名開館時間施設名

午前８時３０分
～午後５時
休館日：毎週
土曜・日曜・
祝日、年末年
始

市役所第二庁舎
前原町３−４１−１５午前９時～午

後１０時
休館日：毎月
第１・第３火
曜日、年末年
始

公民館東分館
（東センター）
東町１−３９−１午前９時～午

後１０時
休館日：毎月
第１・第３火
曜日、年末年
始

公民館貫井北分館
（貫井北センター）
貫井北町１−１１−１２

午前９時～午後１０時
休館日：毎月第２・第４
月曜日（※）、年末年始

婦人会館
梶野町５−１０−３２

福祉会館
中町４−１５−１４

公民館緑分館
（緑センター）
緑町３−３−２３

午前９時～午後９時
休館日：毎月第２月曜日
（※）、年末年始

栗山公園健康運動
センター
中町２−２１−１

保健センター
貫井北町５−１８−１８公民館貫井南分館

（貫井南センター）
貫井南町４−３−２３

公民館本町分館
本町２−１５−１１

午前９時～午後４時
休館日：毎週金・土曜
日、祝日、年末年始

リサイクル事業所
中町３−１９−１６

※　休館日が祝日にあたるときは、翌日の火曜日へ振り替え

　ごみ問題は市政の最重要課題であ
り、種々の大きな問題を抱えている
ことから「ごみ減量大作戦」と銘打

って、本紙に「市長からのお願い」として、連載させていただき
ましたが１２月１７日の任期をもって市長職を去ることから、私から

のお願いは、これが最後になります。
　私が４年前の選挙で「ごみ処理問題は私が責任をもって解決します。」と皆さんに約束したこ
とについては、本年７月１日、日野市、国分寺市と本市の３市で、ごみ処理施設の設置、運営を
行う「浅川清流環境組合」を設立することでこれを実現できたと考えています。現在、同組合は、
平成３１年度中の施設稼動に向けて準備を進めています。この日野市石田１丁目に建設される施設
では約３０年間、３市の可燃ごみが処理されることになります。このことは、市政を去る私にとっ
て、その公約の実現に 些 かの自負を感じているところです。

いささ

　さて、平成２７年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合、国分寺市、昭島市および西多
摩衛生組合からご支援をいただいており、今年度の発生見込量の全量について処理できる見込み
です。また、来年度の可燃ごみ処理についても、滞りなく処理することができるよう取り組んで
まいります。
　本市のごみ処理にご協力いただいている多摩地域の各施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係
者の皆様に心から感謝申し上げます。
　さて、私は市長１６年間、警察などから送迎の公用車を使用するよう求められていましたが、歩
いて通勤していました。そしてその際は、まちを 綺  麗 にしたいとの思いから毎日緑町５丁目の自

き れい

宅から市役所までの間、道路などに落ちているたばこの吸い殻などのごみを拾いながらの通勤で
した。ごみ拾いは市議会議員最後の２年を加えると、通算１８年になります。少し恥ずかしい思い
をしながらも自分でもよく続いたとの思いです。これからも、市民の皆さんとともにまちの美化
に努めていきたいと考えています。
　最後に、長期間にわたってのご愛読と、ごみ減量・リサイクルなど、ごみ行政にご協力いただ
いたことに深く感謝申し上げます。引き続きごみの減量・資源化の推進に取り組んでいただきま
すよう、重ねてお願いいたします。ありがとうございました。
【１０月分のごみ排出量報告】
　１０月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２７７.３ｇとなり、目標
値（２８１.８ｇ）を約４.５ｇ下回る結果となりました。大掃除などで、ごみ
が多く出る時期は、分別が
不徹底になりがちです。き
ちんと分別して資源化すれ
ば、無料で出せるものもた
くさんあります。年末のご
みの回収日をご確認の上、
計画的な大掃除としっかり
分別にご協力ください。

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 273.7 281.8 △8.1

武蔵小金井 東小金井

10月 目標量 増減量

市内全域

277.3 281.8 △4.5

増減量10月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 40.6 34.4 6.2
目標量 増減量10月

月・水・木・土地区 280.5 281.8 △1.3 やった
減量成功

やった
減量成功

○１７８
　平成２７年４月～９月に処理された燃やすごみの量は、６,３９８ｔ
でした。前年度は６,３５３ｔで、比較すると、４５ｔの増加となりまし
た。内訳は、家庭系ごみが６,２１０ｔ（前年度は６,２１２ｔ）、事業系ご
みは１８８ｔ（前年度は１４１ｔ）です。
　４月～９月の処理量を平成１９年度と比較すると、２,２２３ｔ、約
２５.８％、減っておりますが、今年度は増加傾向が見られます。
（下図）
　本市は、燃やすごみの処理を多摩地域の各団体にお願いしてお
り、施設周辺にお住まいの皆様および関係者の皆様へのご負担を
軽減するため、さらなる燃やすごみの減量に努めていくことが必
要です。
　ごみの減量において最も大切なことは、ごみになるものを元か
ら減らす発生抑制です。「マイボトル、マイバッグを持参する」
「余分に買いすぎず必要なものだけを買う」「レジ袋・過剰包装・
ダイレクトメールは断る」「食材は最後まで使い切る、食べ残し
はしない」など、一人ひとりが日々心掛けていくことで、さらな
るごみの減量が可能となります。また、燃やすごみの多くを占め
ているのが「生ごみ」です。その「生ごみ」には大量の水分が含
まれています。水切り袋やトレイなどを使用し、ごみ出しの前に
水切りをすることで燃やすごみを減量することができます。
　市民の皆さんには日ごろよりごみの減量・資源化の推進に取り
組んでいただき、深く感謝します。市では、今後もごみの減量に
向けた施策に全力で取り組んでいきますので、引き続き皆さんの
ご理解・ご協力をお願いします。
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（単位：t） 燃やすごみの処理量推移
■年度実績（4月～3月）
■上半期実績（4月～9月）

6,3526,352 6,3986,3986,3536,3536,5116,5116,7706,7707,2797,2797,8757,8758,5148,5148,6218,621

12,83612,836 12,57712,57712,55712,55713,29113,29114,13914,139
15,05215,052

16,08416,08416,77916,779

平成27年度上半期（４月～９月）
燃やすごみの処理量について
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「くるカメ出張講座」受講者募集
　ごみの減量への理解を深め関心を高めるた
め、「くるカメ出張講座」の受講者を募集しま
す。「くるくるカメくん」をはじめとしたオリ
ジナルキャラクターが登場するごみ減量啓発冊
子やアニメーションＤＶＤ（子ども向け・一般
向けの２種類）、ごみ減量かるたなどを用い
て、小金井市のごみの分別やごみ処理の行方、
リサイクルについてなどを分かりやすく解説し
ます。受講日時や講義内容などについてのご相
談をお受けしますので、ぜひ、ご利用ください。
 

申　込　電話または直接、ごみ対策課清掃係（市役所第二庁舎４階☎０４２－３８７－９８３５）へ。

▷　市内在住・在勤・在学の方対　象

▷　小金井市のごみの現状について　　▷　ごみ処理の行方
▷　小金井市のごみ分別について　　　▷　３Ｒについて内　容

▷　ごみ減量啓発冊子　　　　　　　　▷　ごみの分別啓発ちらし
▷　アニメーションＤＶＤ２種類
　①子ども向けごみ減量啓発アニメーション「くるカメ大作戦」
　②ごみの分別方法の解説アニメーション「ようこそ！小金井市へ　ごみの出し方」
▷　ごみ減量かるた

教　材

出張講座の様子

集団回収にご参加ください
　市では、さらなる地域のコミュニティ活動の活性化をめざし、地域住民
の皆さんによる集団回収を奨励しています。
　すでに多くの団体が、市内各所で集団回収を行っています。ごみの減量
と限りある資源の有効利用を図るため、身近なリサイクルとしての集団回
収を、大いに活用してください。
　また、「新たに集団回収を行いたい」「集団回収ってどんなことをする
のか分からない」などといったご質問は、ごみ対策課にご相談ください。
 

問合先　ごみ対策課清掃係（市役所第二庁舎４階☎０４２－３８７－９８３５）

　新たに集団回収を開始する団体は、ごみ対策課窓口で集団回収実施
団体として登録申請してください。登録は、随時受け付けています。
渇　集団回収実施団体とは、自主的にごみの減量および資源の有効利
用を図り、おおむね２０世帯以上の参加がある営利を目的としない団
体（自治会、老人クラブ、子ども会など）です。

渇　回収量１kgにつき、１０円の奨励金を交付します。
渇　主な回収品目は、新聞、雑誌、段ボール、紙パック、びん類、布
類、アルミ缶・スチール缶などです。

集団回収実施団体の登集団回収実施団体の登録録

リユース食器の貸し出しを実施していますＲリデュースリデュースＲリユースリユース

【食器の種類】　 ※　他のイベントで使用したものを再使用しています。

①　利用日の３か月前～原則１週間前までに利用申請書をごみ対策課（市役所第
二庁舎４階）に提出してください。利用申請書は、ごみ対策課窓口または市ホ
ームページからダウンロードできます。なお、ご利用は申込順のため、希望に
添えない場合があります。

②　申請後、ごみ対策課に印鑑を持参のうえ、リユース食器を受け取りに来てい
ただきます。

③　利用後は宅配便（無料）にて、リユース食器ご利用日から３日以内に返却し
てください。

※　食器を使用した後は、水洗いまたは軽くふき取って返却してください。
※　イベントなどでのリユース食器の有効な使い方について、不明な点がありま
したら市からアドバイスいたします。

※　食器を紛失・破損した際は弁償金がかかりますので、ご注意ください。

　市では、お祭りやイベントなどで発生するごみ（使い捨て容器や割りばし）を
減量するため、リユース食器（飲食用食器）の貸し出しを実施しています。
 

　繰り返し使えるリユース食器を使用して、ごみの減量や環境に配慮したお祭り
やイベントをめざしてみませんか。
 

★リユース食器を使うとこんなメリットが★
１　会場内での使い捨てのお皿やカップなどのごみが減量できる
２　お祭りやイベントのイメージアップにつながる
３　イベントなどの経費が節約できる（試行期間のため無料です）

市内に活動拠点のある町会・自治会・事業者・各種団体などが主
催する市内でのイベント（少人数のイベントなども可能な限り対
応いたしますのでご相談ください。）

貸出対象

イベント開催日前後各３日以内（土曜・日曜・祝日は含みません）貸出期間

ご利用の流れ

カップ大
（容量４５０㎖・
ポリプロピレン製）

カップ小
（容量２８０㎖・
ポリプロピレン製）

どんぶり
（直径１４㎝・

ポリプロピレン製）

皿
（直径２２㎝・

ポリプロピレン製）

スプーン
（ステンレス製）

はし
（木製）

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２－３８７－９８３５）

小小金金井井発発 資資源源物物ののゆゆくくええ小小金金井井発発 資資源源物物ののゆゆくくええ
　市では、日ごろからごみの減量・資源化の推進へのご理
解・ご協力を市民の皆さんや事業所の方々にお願いしてい
ます。皆さんに分別していただいた資源物が、市で回収
後、どのようなものにリユース、リサイクルされているの
か、主なものをご紹介します。
※　下記は平成２７年１２月時点の状況です。内容は今後変更
する場合があります。

●　びん
　民間処理施設で、繰り返し
使用できるびんは洗浄し、傷
などをチェックした後、再使
用します。その他のびんは原
料まで戻し、新たなびんなど
にリサイクルされています。

ＲリユースリユースＲリサイクルリサイクル 家庭用電動生ごみ処理機
（乾燥型）をご利用の方へ
　市では、家庭用電動生ごみ処理機（乾
燥型）をご利用の方に、生ごみ乾燥物の
戸別回収（無料）を実施しています。家
庭用電動生ごみ処理機（乾燥型）のうち、
生ごみを８０度未満の温度で殺菌処理する
温風式については、生成物の乾燥が不十
分であるため、 堆 肥化に適さないことが

たい

判明しています。平成２８年度から、上記
の機器を新規で購入された方は、生ごみ
乾燥物の戸別回収の対象となりませんの
で、お知らせします。

　「廃棄物の処理及び再利用の促進に関
する条例の一部を改正する条例」が、古
紙などの資源物を持ち去る行為を禁止す
る内容で、平成２８年４月１日に施行され
ます。これは、市の回収や集団回収で、
資源物を排出した人の意図しない者によ
る古紙などの持ち去り行為を禁止するも
のです。持ち去り行為が発生しにくいま
ちづくりをめざし、市民や事業者の皆さ
んに情報を発信しますので、ご協力をお
願いします。

資源物の持ち去り行為を禁止

●　ペットボトル
　市直営の資源物処理場で選別後、公益財団法人日本
容器包装リサイクル協会を
通じ、リサイクルを行う事
業者に引き渡され、たまご
パック、ボールペン、衣類、
市ボランティア袋などにリ
サイクルされています。

●　空き缶・金属
　アルミ缶やスチール缶、金属は市直営の資源物処理
場で選別後、民間処理施設で、アルミ缶やスチール缶
は自動車部品、機械
部品などに、金属は
建築材料などにリサ
イクルされています。

●　古紙・布
　民間処理施設で、一例と
して次のようにリユース、
リサイクルされています。

①

②

③

④

⑤

①　新聞紙→新聞、ちらし

⑤　布→海外などで再使
用、ウエス（工業用ぞう
きん）、反毛材料

②　雑誌・ざつがみ→お菓
子の箱

③　段ボール→段ボール

④　紙パック→お菓子の箱
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